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荒 木  勝   
以下の翻訳は、写本ザモイスキ版、センジヴォヤ版、へイルスペルスキ版  
を検討したカロル・マレチンスキK．Maleczy貪skiの校訂本を用いた（Galli  
Anonymi Cronicae et Gesta Ducum sive Principum Polonorum 
［Monumenla fわlonぬe Hislor［（・a，Nova series，TomusII，Cracoviae  
1952］）。   
注釈に関しては、ピエロフスキ（A．Bielowski）、マナレンスキ、プレジア  
（M．Plezia）、グロデッキ（R．Grodecki）、ブイノッホ（J．Bujnoch）、シラ  
フトフスキー・ケプケ（1．Szlachtowski，R．Koepke）に拠った。注釈におい  
ては、注釈者の見解をそれぞれに   
Bielowski→［Bi］、Plezia→［P］、Grodecki→［G］、BujnochL＞［B］、   
Maleczy丘ski→［M］、Ⅰ．Szlachtowski，R．Koepke→［S］  
と略記し、以下にその見解を紹介した。それ以外の注釈は訳者のものである。  
参照した翻訳は、グロデッキ訳をふまえた7bレジアによるポーランド語訳A郁㈲加  
tz7t）．Gall，Kronika凡ねka，Krak6w1982［BIBLIOTEKA NARODOWA．  
Nr．59］．ブイノッホのドイツ語訳凸壷那∴動び物卯（元肋∫』J70乃γ∽附，  
Chnnik und7bten der Hey2bie und E71ysieu uon Fblen．Verlag Stria，  
Graz－WienTK6ln1978である。典拠については、聖書は、シュトントガルト  
版のβダムJわふzc和才〟ズわー旬白々′α椚1々柑わ邦e椚1969（その翻訳は、とくにこ  
とわりがない限り、『合同訳聖書』日本聖書協会、1991年）に拠った。ギリシ  
ャ・ラテンの古典については、7Ⅵeエ〃e∂CわssグcαJエ～占mりに拠った。12～13  
世紀の東欧の年代記類については、〟0乃〝椚e〃ぬ Geγ刑α〃ぬg 〃ねわわcα．  
Scγゆわ用沼に拠った。  
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第三十章  
その間に、ポーランドの宮廷伯スカルビミルは1）、自分の一党を率いてポモ  
ジュに攻め入り、そこでポーランド人に対しては少なからぎる名声をもたら  
し、敵に対しては損害と侮辱を与えた。スカルビミルは、多くの村や家畜の  
略奪者と呼ばれるよりも、砦と都市の征服者と呼ばれるのを好んだ。それゆ  
え、人胆に、また考孟烈に一つの砦を攻め落し2）、そこから幾人かを捕虜とし、  
戦利品を奪い、砦全体を完全に焼き尽したのである。  
鋤  
Interea Scarbimirus；comes Polonie palatinusl），；cum suis  
COmmilitonibus三Pomoraniamintroivit，；ubinon parvam gloriam  
Polonisacquisivit，；hostibusquesuisdampnumetcontumeliamdereliquit．  
；Quicaste1lorum velcivitatum nominarimaluit expugnator，：quam  
villarum multarum fierivelarmentorum depredator．三§Igitur audaci  
vi01entia unum castellum2）expugnavit，；unde quibusdam modo  
CaptlVatis，eductaque preda totum radicitusconcremavit．…  
1）［P］アヴタンツイ族出身で、穀初ボレスワ7・クシヴウステイ♂）養育係、次に代官  
となった‖   
2）［訳注］グンプロヴィソナによれば、この砦は、ルプチェスコ湖Lubczeskoの中に  
ある島の砦か、あるいは岸のトゥチノTucznoである。このトゥチノは、シチュナ  
ンとビドゴシナとの中間に位置している。  
第三十一章   
またある時に、スカルビミルは同じようにビトムという名の1）別の砦を占領  
した。そして、そこから他の場合と同じように2）、多くの称賛と利益を獲ち得  
た2）。すなわち、そこから多くの戦利品と捕虜を持ち帰り、その場所を3）荒地  
の如き姿に変えてしまった3〉。しかしスカルビミルについて、このような話を  
JO   
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するのは、彼を彼自身の主人と比較しようとするのではなく、物語の真実を  
書き留めておくためである4）。  
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AliavicesimilteraliudcastrumnomineBitoml）expugnavit，；undenon  
minuslaudis et utilitatis quam ex alio reportavit．；Naminde predam2）  
multam et captlVOS eXpulit2）三etlocumillum adinstar3）desolationis  
retu］it3）；Sed hoc nonideo de Scarbimiro recitamus，iut eumin aliquo  
SuOdominoconferamus，：sedutveritatemhystorieteneamus4）；  
1）［G］ンロンスクのビトムBytornではなくポモジュのどトゥ7Byt6wであろう。   
■2）2）［M］十一苦節詩句。   
3）「3）［M］十一昔節詩句。   
4）［M］スカルビミルの出征の時期は－一一○五年の秋であったと思われる。  
第三十二章   
さて、戦好きのボレスワフは、ハンガリア人との会談から帰った後、自分  
の兄ズピグニュフとの会談を新たに整え1）、そこで二人の兄弟は、ともに一方  
が他方に対して、以下のような言葉で同盟の誓いを立てた。すなわち、二人  
のうち、一方は他方の同意なしでは和戦の決定をせず、また一方は他方抜き  
に、誰ともいかなる同盟をも結んではならず、また敵に対しても、いかなる  
危急の場合に対しても、一方は他方を助けなければならない、というもので  
あった。二人は、以上のことを確かめ合い、また軍勢を率いて合流する日時  
と場所を「占］じような苦いのもとに約定した後、会談の場から立ち去った。   
さて、休むことを知らないボレスワフは、約束を守るために、定められた  
日に、また定められた場所にわずかの手勢を率いて急いだ。しかし、ズピグ  
ニュフの方は、約束と誓約を破I）、その地に赴かなかったばかりか、自分の  
方に近づく弟の軍勢の行軍を阻げたのである2）。そこから、後にズビグニュフ  
も、その他の人も決して取り除くことのできなかった重大な災難と恥辱がポ  
ーランド王国に生じる定めとなった。今、どのようにして神の加護のもと、  
ノブ  
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ボレスワフがこの危険をlロ1避したのか、を次の頁で明かにしようと思う。  
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Belligeritaque Bolezlauus postquam de col）oquio Vngarorum est  
reversus，；cum Zbigneo fratre suo colloquium aliud ordinavitl），；ubi  
Simulambo fratresin hec Verba alter altericoniuravit，：quod aLter  
scilicet non sine altero de pace velbello cum hostibus conveniret，；nec  
ullum fedus alter sine altero cum aliquibus communiret；et quod alter  
alterisuper hostes etin omnibus necessariis subveniret．；§Hiisitaque  
COnfirmatis，Sub eodemiuramento diem etlocum ubicum exercitibus  
COnVenirent，indixerunt；et sic a colloquio discesserunt▲；Inplger autem  
Bolezlauuscum paucis adlocum venire determinatumin die nominato，  
fidem servaturus，festinavit，；Zbigneuusverononsolum fidemetiusiur－  
andum non veniendo violavit，；verum eciam fratris exer・Citum ad se  
declinantemabitinererevocavit2）．；§UndepeneregnoPolonietaledebuit  
dampnum et dedecus evenire，：quOd nec Zbigneus potuisset nec alius  
postea subvenire．三§ Nunc qualiter Deoiuvante Bolezlauusi11ud per－  
iculumevitaverit，；subsequensstatimpaglnaprOpalabit．：  
＝［訳注］グン70ロヴイツナ、ティツ、グロテ㌧ソキは、クシヴウステイとズピグニエフ  
との会見の年を・一○六年とLているが、マレナンスキは－・「一○五年の秋としている。  
前者の主張は、この会言炎はズピグニエフによるボレスワフの自立的なポモジュ政策へ  
の抑制を意図したものと解されているが、マレナンスキは、この会談のイニシャナイ  
フ－をクシヴウステイに帰L、ポモジュ，攻略′＼の共Hをクシヴウステイの側から呼びか  
けたものである、と解している。Gumplowicz．ZhrGescjlichleluens．p．5455．Tyc，  
ZわgnieLI），P．7．Grodecki，Zbなniew．p．100．Maleczynski，BohstawKYqWOuS＆，P．  
37．   
2）［訳注］グロテ㍉ソキは、この文章を次のように解釈している。すなわち、兄弟との約  
束を破ったのはむしろボレスワ7のんてあり、またボレスワ7の支配する領地の騎⊥  
達ですら、ズピグニュフの地位をボレスワフより上位にあるものと認め、ズピグニュ  
7の命令に従って相違した、と理解している。従って、ここからグロデッキは、ズピ  
グニュ7こそがポーラントの軍事命令権を掌握Lていたと主張する。Grodecki，  
Z占な乃7β軋p．8．マレナンスキはこの見解を退ける。すなわち兄弟間の約束は、クシ  
ヴウステイのイニンヤティヴに依ってムり、当時クシヴウステイは、外交政策をポモ  
ジュ攻略にしぼり込み、ズピグニエフと共同でポモジュを領有しようとLていた。し  
かしズピグニュフはそもそもこのポモジュ攻略に反対であったので、兄弟間の約束の  
条項を利用して、ボレスワ7のポモジュ攻撃を妨げようとした、と。Maleczy丘ski，  
J2   
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Boleslaw Krzywousty．，p．38．  
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たまたま、ある貴族が国境の地に、教会を建てたことがあった1）。彼はその  
聖別式に、まだ少年といってもいいボレスワフ公を、その仲間の若者達とと  
もに招いた。こうして、まず霊的な聖別式が催され、それに続いて結婚の儀  
式がとり行われた。しかし、神の聖餐式と肉による結婚とをともに祝うこと  
が、神には不快なことに思われたのではないか、という点は、しばしば、そ  
こから生じる災いから容易に確認することができる。というのは、教会の聖  
別式と結婚式とが同時に行われるところには、しばしば騒動と殺人が伴うこ  
とを我々はよく知っているからである。それゆえ、このような習慣を模倣す  
ることは明らかに善いことでもないし、誉れに価することでもないであろう。  
しかし、今二の点に触れるのは、結婚を批難するためではな〈、それぞれの  
事柄をそれぞれに相応しい場所と時に残しておくためである。この問題に対  
する明白な証しを全能の神は、ルータの教会の聖別式の中に示された2）。とい  
うのは、そこでは人が殺害され、一人の司祭が発狂し、またよく知られてい  
るように、婚約した二人も不幸な結婚に至り、結婚記念日すら迎えることが  
できなかったからである3）。しかし不可思議なことについては沈黙し、我々の  
主題に立ち帰ることにしよう。   
さて、戦好きのボレスワフは、宴会や飲酒よりも、武芸と狩猟を好んだの  
で、長老達を宴会の大勢の中に残して、極くわずかのお供の老を連れて、狩  
猟のために森の中に入っていった。しかしその時、敵兵と狩りをする者とが  
出会ってしまった。すなわち、ポモジャ人がポーランドの地を荒し回り、捕  
虜と戦利品とを奪い、放火を働いていたからである。その時、戦好きのボレ  
スワフは、あたかも尾を打ち振り4）、怒りに燃えた獅子のように、君侠や兵士  
をも待たずに、まるで子を奪われた時の血に飢えた雌獅子のようにS）、荒し回  
る略奪者の一群を一瞬のうちに自分の剣で追い払ってしまった6）。しかし、彼  
パトリア らをますます深く追跡し回の受けた損害の報復を果そうとした時、知らぬ間  
に肝計に陥り、取り返しのつかない‡貝失をこうむった。事実、ボレスワフの  
J3  
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もとには、少年と青年とからなるわずか八十人の兵士しかいなかったが、敵  
方の軍勢は三・T・人を越えていたからである。しかしボレスワフは、逃亡を求  
めず、このような人軍を物ともせず、まず手始めに、′」、部隊を率いて敵の密  
集部隊に突人していった。今や多くの人々にとってはおそらく信じられない  
程の驚くべき事柄を語らねばならない。それを彼の自惣れのせいにすべきか、  
それとも大胆さのせいにすべきか、私にはわからないが。すなわち、ある老  
が殺されたかと思うと他の者も離散し、自分の味方をあらかた失い、わずか  
五人を残すところとなった時、ボレスワフは二度目の突撃として、敵の最も  
密集したところを打ち貰いたのである。しかし、三度目の攻撃のために向き  
を変えようとした時、部下の一人が、馬の内臓が地に流れ出しているのを見  
て叫んだ。【殿、戦を止めたまえ、再び闘いの場に入りたまうな。御身を惜し  
め、祖国を惜しめ。我が馬に乗りたまえ。我が身、御身の替りになりて倒れ  
ん」。この言葉を聞いたボレスワフは、罵が倒れようとした時にやっとこの騎  
士の忠告を聞き入れ、しばらくの問戟場から身を引き離したのである。そし  
て自分自身の力も非常に消耗していたし、また騎士の隊長であったスカルビ  
ミルが残りの者の中にいないのを見て、もう勝利を取り戻すことはできない  
と観念した。またボレスワフから離れたスカルビミルは、別の場所で酷い傷  
を身に受けていた。それは涙なしには語れない程のもの、つまり右の臼を失  
うという大傷であった。  
宴会の席に残っていた人々は、起った事件を聞き、席を立って苦戦してい  
る仲間のところに駆けつけた。しかし着いてみると、ボレスワフがやっと三  
十人ぐらいになる小数の者とともに戦場から逃げず、逆に逃げ出していく敵  
を一人また一人と追跡しているのを見た。しかし、敵方も、抵抗してさらに  
戟を交えようとする力はすでになく、我が方の軍も、疲れ果てて彼らをこれ  
以上攻める力も失っていた。実際、異教徒達は、この若者のあまりの大胆さ  
に驚き、彼ら自身が多くの死者を出し、悲しむべき勝利しか収めることがで  
4 きなかったのに、むしろボレスワフがこれ程わずかな手勢だけで、これ程多  
くのことを大胆に成し遂げ、かく も激しく攻め立二てたことを誉め称えた。彼  
らは言った。「この少年はいったい何者にならん7）。さらに大きくなって、さ  
らに大勢の人々を味方につけた暁には、いったい誰が戟で彼に抗うことがで  
きようか。」こうして異教徒達は、こうむった損失を嘆き、同時に不安げにポ  
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あかし  
レスワフの証された勇気について感知を言い合った。そして戦利品を背負っ  
て、ではなく、悲しみを背負って国に帰っていった。   
翌†］、味方の軍勢が、援軍として、というよト）も慰めとしてボレスワフの  
ところに到着した。その地に着いた有力な貴族達は、貴族出の多〈の老が倒  
れたことに心を痛め、ボレスワ7に敬意を表しつつも、このような向う見ず  
とも言える大胆さを批難した。しかし、マルスク）子ボレスワフは、戒めた者  
達に耳を傾けなかったばかりか、二のようなことを敢えてしたことを後悔も  
せず、逆に彼らに対して、自分への忠誠を誓わせ邑）、自分を授け、敵に報復す  
べきことを思い起こさせたのであった。またその地では、ボレスワフは胸あ  
てや兜で棺や刀の多くの打撃を凌いたので、幾日も続いた戦で疲れた彼の体  
には、刀傷の多くが跡を留めていた。また、誉れ高くもその地で倒れた自分  
の部隊の若者に対しては、それ程心を痛めなかった。というク）は敵兵のこれ  
程大きな殺戟は、味方にとって大きな益となったと考えたからである。実際、  
ボレスワフの軍勢のうちで、倒れたり、傷ついたりした者の→人は、倒れた  
ポモジャ人の多数に相当したからである。  
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Fortequidamnobilisinconfinioterreecclesiamconstruxitl），；adcuius  
COnSeCraCionem Bolezlauum ducem，adhuc satis puerum Cum Suis  
iuvenibusinvitavit．；§Explctaestitaqueconsecraciospiritalis；etsubse－  
quenter adhibita desponsacio maritalis．；§Sed utrum Deo displicuerit  
Cumdivinisnupciiscarnalescelebrari，；facilepotestperdiscrimina，que  
Sepiusinde contingunt，COmprObari；；sepe namque cernimus，ubisimul  
ecclesie consecracio；ac nupcialis desponsacio；fiunt，；seditiones et  
homicidiacomitari．；§Undeconstat，quia nec bonurneSt neChonestum  
talem consuetudinemimitari．；Necistud dicimus tamen，ut nuptias  
COndempnemus，；sedutsingulasuislocissulSquetempOribusreservemus．  
；§Cuiusreimanifestumindiciumin cムnsecracione Rudensis ecclesie2）  
Deusomnipotensrevelavit，三namethomicidiumibietunumdeministris  
adinsaniam redactum constat evenisse；etlpSOS etiam desponsatosin－  
feliciconnubio，Sicutnotumest，COnVenisse，：necanniversarium3）despon－  
SaCionisimplevisse．；§Sed de miraculis sileamus，；nostramque mater－  
J5  
八  
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iamteneamus．三Igiturbelligerf301ezlauus，COnViviovelpotationimi】itiam  
Velvenacionem anteponens，Senioribuscum tota multitudinein convivio  
derelictis，pauCis comitantibus silvas venaturus adivit，：sed contrarius  
venatoribus obviavit．；§Pomoraninamque per Poloniam discurrentes，  
Predas et captivos agebant；etiIICendia faciebant，；At Bolezlauus bel－   
1iger，Sicutleo caude stimulis刈iracundia concitatus，neC PrlnClpeS，neC  
exercitum expectavit∴sed sicutleena raptis catulis5）；sitibunda  
Sangulnis，；depredatores eorum et cursoresin ore6）gladiimomentaneo  
dissipavit．：§Cumquemagiseosmagisquepersequi；etpatriedampnum  
ulcisci；niteretur，；inciditinsciusininsidias，ubidampnuminreparabile  
Pateretur．；Ipse tamen，1icet paucos，OCtOglnta SCilicet，inter pueros et   
iuvenes habuisset，i11ivero triami1ia，nOn fugam petivit，；nec tantam  
multitudinem dubitavit，：sed primavice；cum sua parva acie三tantam  
hostium congeriem penetravit．：Mira dicturus sum，multisque forsitan   
incredibilla，；utrum presumpcionivelaudacie，neSCio，Sifuerint  
ascribenda；§ Cum suos pene perdidisset，：aliisinteremptis，；aliis  
dispersis，；sequintosolummodoremansisset，；hostesconfertissirnOSVice  
SeCunda transforavit．：Cumque tertiario reglrare VOluisset，；quidam de  
Suis，Viscera equisuiper terram cadere cernens，eXClamavit：；§Noli，   
1nquit，domine，nOli，iterumpreliumintroire，：ParCetibi，parCepatrie，：  
equurnaSCende meum，melius est hic me mori，quam teipsum，Polonie  
Saluteminterire．：§Hoc auditovix equo cadente consilliomi1itis ac－  
qulevit et sic tandem aliquantulum a campo certaminis declinavit．：  
Vidensque se multum attenuatum，nee Scarbimirum，mi1icie principem，  
residuisinteresse，iam recuperare victoriam desperavit，；§Erat enim  
Scarbimirus seorsum alibigraviwlnere sauciatus；et，quOd nec siccis  
OCulisestdicendurn，dextroluminemutilatus．：Illiautem，quiinconvivio  
residebant，三audito，quOd contlgerat，eXSurgenteS Subsidio suislabor－  
antibus properabant．！§Advenientes vero Bolezlauuminvenerunt curn  
八 paucis，admodum XXX nontamendelococertaminisfugientern，；sed  
paulatim hostium fugientium vestigia subsequentem．：Sed nec hostes  
Subsistendo pugnandicopiam dabant，；nec nostsifatigatieos amplius   
infestabant；§Erant enim paganide tanta audaciaiuvenis stupefacti，  
quod pluslaudabant eum tam parva manu talia presumpsISSe，；sicque  
mordaciterinstitisse，：quam Seipsos tanto mortis dispendio tristem  
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victoriamhabuisse．‡Quis，inquientes，pueristeerit7）∴sienimdiuvixerit  
；etsipluressecum habuerit，；quis eibello resistere poterit．；§Sicque  
paganide dampno presenticonquerentes，：simulque timore probitatis  
expertemurmurantes，；plushoneratitristiciaquampredaredierunt．；De  
SuisveroBolezlauosequentidieplurimisolacioiam（magis）quamauxilio  
OCCurrerunt．；Advenientesautemi】1ucproceresdoloremdedampnotante  
nobilitatis habuerunt三etIう01ezlauum de audacia tante presumptionis  
reverenterincrepuerunt．；§ Filius vero Martis Bolezlauus non solum  
auremcorrectoribusnon adhibuit，；nec setalia presumpsissepenituit，；  
Sed per eos seiuvandum；et de hostibusvindicandum sub testatione  
fidelitatisammonuit8）．；IbiveroBolezlaustotictussuperloricamhabuit  
；et（super）galeamlanceis gladiisque sustinuit∴quod caro eius trita  
multis diebus testimoniumlesionis exhibuit．；§Inde quoque de sua  
iuventute minusaliquantulum tamglorianter perempta condoluit，；quia  
tantam stragem hostium sibiprolucro proposuit．！Etenim pro uno de  
peremptisvelsauciatis Bolezlaui；de Pomoranispoterant p】uresmortui  
COmputari．；  
1）［M］この場所は明らかでないが、ボレスワフにリ・えられた領地の内、ポモジャ人の  
土地に隣接し7＝地域であろう。おそらくそれはルブシ Lubuszの土地か、ヴィエル  
コボルスカ地方の内部の二1二地であろう。この教会の聖別式はおそらく一・○六年に行  
われたと思われる。Gumplo＼～▼icz，Z椚′C払JL fわわ牲 p．60．   
2）［P］ケアルタ川に沿った、シュラヅSieradz近郊の：仁地。年代記作考は当時よく  
知られたある事件のことをホ唆している。   
3）［p］中世には、教会の聖別式の［1には、性交は許されないという信仰が広く保持さ  
れていた。ヤコブ・ウォラギネは、次のような丑来車を語っている。「近頃結婚した  
ばかりの、トスカーナ山のある婦人が、聖セバスチャン教会の聖別式に招かれた。し  
かし、この式典の前夜、彼女は人きな情熱に捉えられ、什分の大との交りを断つこと  
ができなかった。朝が来たので、彼女は式に出かけてい／ノたが…‥・、聖セバスチャン  
の聖造物が安置されてし、る礼拝せに人るや、悲魔が彼女に憑りついた。……ようやく、  
フォルトナートスとし、う名の、たいそう敬虔な一人の男がその祈りによって彼女を放  
ったのである。（JakubdeVoragime，Ztotalegenda，prZekLadpoIski，］．Pleziowej．  
Warszawa1983．p．119・、120．ヤコブ・デ・ヴォラギネ『黄金ii；説』第一巻（一九七  
九年、人文書院）二六凶ページ。   
4）［M］Ⅰ．ucan．，De B（？ll（）Ctui／l．，ト206．t’vjsoleo comminushoste・”・・・Se SaeVae  
stimulavitverberecaudae．”ルカーノス『内乱』一、二○六「獅・了・は、敵が近くに  
現われたのを見て、……尾を激しく打ち振り、紅い立った。1   
5）［M］1ILiberSamuhelis，17，8．一tvelutisiursaraptiscatulisinsaltu saeviat．”  
『サムエル記卜』十七一人「彼らは丁を奪われた野にいる熊のように気が荒くなって  
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います。」   
6）［M］Exodus，1713くtfugavit【osueAmaZecetpopulumejusi110regladii．’’『出  
エジプト記』一一セー三「ヨシュアは、アマレクとその艮を別にかけて打ち破った。」   
7）［M］Luc，ト66．”quidputaspueristeerit：1『ルカによる福吉割一六六「い  
ったい、この子はどんな人になるのだろうか」と言った。   
8）［M］ティツツは、貴族とボレスワフとの間に不和・札轢が生じたと考えている。  
［P］ボレスワフに従った若者達は、拉良の貴族の出であったから、この戟でこうむ  
った損告はこの社会層にとっては取り返しのつかない災難であった。   
第三十四章 ボレスワフ、ボヘミア人を追い払い、  
ポモジャ人を征服した。  
この事件の後、ボレスワフは同じ軍勢を率いて、ポモジャ人に報復せんと  
決意し、行軍を開始したが、その時、ボヘミア人がポーランドに侵入すると  
いう知らせを前もって受け取った1）。そこでボレスワフの心は、まずはじめに  
先頃の災難に対して即座に報復すべきか、それとも侵入者に対して祖国を守  
るべきか、これをめぐって激しく動揺した。遂にマカベア家の模倣者として2）、  
軍勢を分けて祖国の守り手ともなり、また不義不正を罰する者ともなった。  
すなわち、軍勢の一部をポモジュに派遣し、これによって略奪と放火を働き，  
ポモジャ人の面目を踏み潰したのである。他方、自らは軽装の騎士達3）を率い  
てボヘミアに急ぎ，ボヘミア人が森から出てくるところを長い間待ち伏せて  
いた。しかし、彼らは、ボレスワフの襲来のうわさを聞くと恐れ戦き、自ら  
退却していった。   
O4）BOLEZLAUS BOHEMOS PROFUGAVIT  
ET POMORANOS SUBIUGAVIT  
Hoceventu Bolezlauuscumeodem exercitu dePomoranissevindicare  
克 disposuit，；iamqueceptaviaBohemosinPoloniamexirefamaprecur－  
rensinnotuitl）．Tumvero Bolezlauusindubio magno pependit，；utrum  
priusderecenticontumeliasedebeatcontinuovindicare，ianabinvasor－   
ibussuam patriamliberare．：Tandem sicut Machabeorumimitator2），ミ  
diviso exercitu et patrie defensor extitit etiniurie vindicator．；§Nam  
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partem exercitusin Pomoraniamdelegavit，；que depredando（et）com－  
burendo satis eos turpiter conculcavit；：1PSe VerO Cum eXpeditis  
mi1itibusBohemisobviamproperavit，；eosquedesilvisexiturosdiutius  
expectavit3），；sedeosauditafamaBolezlauiユtimoranimirevocavit．：  
1）［訳注］ボヘミア人のポいランドへの侵入の時期については、グンプロヴイッチは，一  
一○七年のこととLているが、マレテンスキは【一一○▼六年の春か夏、としている。  
Gumplowicz，ZurGesch．jblens．p．5859．K．Maleczyhski，BolesfawKY2yWOuS少p．  
38．   
2）［訳注］『旧約聖書』「マカバイ記」に登場する、ユダヤ独立戦争における軍事指導  
者ユダ・マカバイ。『マカバイ記－－一』弟五章一七節以下が参照されている。   
3）［訳注］プレジアは、この「軽装の騎士」t’expeditusmiles”をポーランド語で「コ  
ムニーク」”komunik”と訳した。これは、古ポーランド語の軍事用語で、輯重を  
持たない騎馬兵を意味した。  
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しかしながら、外国との平和、あるいは敵国との戦だけがボレスワフを悩  
ましたのではなく、内乱や、さらに悪いことに、兄弟間の憎悪がボレスワフ  
を大いに苦しめた。すなわち、ボレスワフが前に述べた戦において、しばし  
の間躇いた時、ズピグニュフは、ボレスワフが幾度か勝利した時に味わった  
喜びよりもさらに大きな喜びを味わったのである。その明白な徴も現われて  
いた。というのは、ズピグニュフは、異教徒から1）、その勝利の印として′」、さ  
な土産を受け取った時、その使者に対して、小さな贈物へのお礼として、大  
きな贈物を与えたからである。また彼らがボレスワフの領土を略奪し、捕虜  
を奪い取った時は、ただちに彼らを野蛮人の住む島に売ー）飛ばしたが2）、品物  
であれ、人間であれ、知らずにズピグニエフの領土から奪い取ったものは、  
代価なしに即座に送り返したのである。   
このことを聞いて、ポ…ランドのすべての賢人達は憤り、彼らのズピグニ  
ュフに対する気持は、友好から憎悪に変った。そしてこのことについて互い  
に語り合い、様々に思案し合った。「今日まで、我等は、我が国の平和と災難  
とを、あるいは知らずに、あるいはそれを装ってじっと耐えに耐えてきた。  
しかし、今や我等の目には明らかだ。隠れていた敵が顕になり、秘密にされ  
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ていた陰謀がその獲いをはぎ取られた。なぜなら、我等は知っており、また  
確信している。すなわち、ズピグニュフが、幾度も我等の面前で、ボレスワ  
フに対して宣誓はしたが、一度でなく、三度、いやさらに多く偽りの誓いを  
したことを。事実、ズピグニュフは、弟の友に対して友好を維持しなかった  
ばかりか、弟の敵に対して、敵として振舞わなかっただけでなく3）むしろ弟の  
敵の友となり、友の敵となった」。さらに、ズピグニュフにとっては、約二束し  
た忠誠義務を破り、誓約した援軍を送らなかったことでは十分ではなかった。  
その上に、さらに弟が敵地に対して出征することを知ると、別の敵に、ポー  
ランドに別ノブ面から侵入するように促し、これによってボレスワフの出征の  
企てを挫いたのである。彼はまた、子供のように愚かな謀を聞き入れ、わず  
かな人々の憎悪のために4）、祖国全休を傷つけ、父祖伝来の地を敵の接欄にさ  
らしたのであった。ズピグニュフは邪な謀にそのかされ、兄弟の信義は言う  
も恐か、誓約したことを守らず、祖国の名誉と父祖の土地を護らず、迫って  
いる災難と危機に心を配らなかった。ああ、自らを高くしようとして、かえ  
って破滅の淵に落ち、邪な謀の主速から5）身を高く引き離すことができなかっ  
た。それゆえ、後代の人々も今の人々も、この一作から自らを城めてもらい  
たい。すなわち、王国にあっては、互いに平和にある共同統治者というもの  
はあり得ない、ということを6）。  
郎）   
Nonsolum autem exterorum discordia velbellumhostium Bolezlauum  
aggravabat，；verum etiam sedicio civilis ymmo fraternainvidia modis  
omnibusinfestabat．；§Eonamquebellosuperiorialiquantuluminclinato，  
：plus gaudebat Zbigneuus，quam eO Victoria multociens exaltato．；§  
Cuiusreimanifestumindiciumapparebat，：cumapaganisdevictoriapro  
Signo munuscula capiebat；etlegatis magna prol）parvis munera  
rependebat．；§Et siPolonianldepredantes de sorte Bolezlauicaptivos  
adducebant，；statimeosvenumdandosadbarbaroruminsulas2）transpor－  
tabant；：Siquid vero，Velpredam，Velhominesignoranter de parte  
Zbigneuicapiebant，三illudsineprecioveldilacioneremittebant．；§Unde  
CunCtiPoloniesapientesindignati；adodiumZbigneuiexamiciciasunt  
redacti，；sic adinviceminquientes∴de taliconsilium caplenteS：；  
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Usquemodopatrienostrediscidiumetdetrimentumvelnegligentes，三vel  
dissimulantes‡per nimium sustinuimus patienter，；nunc vero hostes  
latentes manifestos etinsidias occultas detectas cernimus evidenter．；§  
Scimus enim et certisumus，quia frequenter Zbigneus Bolezlauo nobis  
presentibus hociuravit，；unde non semel，Veltercio，Sed multotiens  
peieravit，；§quoniamneccumamicisfratrisamiciciamretinebat，；nec  
cuminimicisinimiciciam exercebat3）；ymmo per contrarium hostium  
fratris amicus et amicoruminimicus existebat∴§Et non so】um eisuf－  
ficiebatfidempromissamviolare，；veliuratumauxiliumnonprestare，；  
verum etiam sifratremire super hostes sentiebat，；ex altera parte  
Poloniamintrare hostes alios incitabat；et sic eum a proposito  
revocabat．§Quisatis puerilie consilium et nociturum audiebat，！cum  
propter paucorum4）odium totam patriam offendebat，；ac paternam  
hereditatemconculcandamhostibusexponebat．；§EtquoniamZbigneuus  
malo consilio suggerente，neque fidem fratri，nequeiusiurandum  
Observabat，；nechonorempatrienecpaternamhereditatemdefendebat，  
；nequedampnumveldetrimentumimminesperpendebat，；heu，CeCidit  
inde gravius，unde voluit exaltari；et unde non poterit amplius a suis  
malisconsultoribus5）relevari．；§Undeposterisibicaveantvelpresentes．  
；nesintinregnopares6）sociidissidentes．；  
1）［P］詳しい説明は与えらオ■Lていないが、グルにおいては、普通ポモジ ャ人を指す。   
2）［訳注］マレテンスキもプレジアもブイノッホも、この「野蛮人の畠」をリューゲン  
島Rtigenと推定している。ブイノッホによがLば、この時のポモジャ人の偉人は下部  
シロンスタとルブシ地力一に向けられたものであった。   
3）［M］sal】ust，Bellum Cbiili77ae，492くtnamuterquecumillogravesinimicicias  
exercebat，”サルステイウス『カティリナ戦記』四TLr二「実際、二人とも彼に対し  
て、きびしく敵対Lていた」。ibid，5116t－nequeillum・・・・・・gratiamautinimicitias  
exercere．”同書五一一一六「彼は友好的態度も敵対的態度も示さなかった」。   
4）［p］「わずかな人々の憎悪のために」t－propter paucorum odium．”という文章  
は、ラテン語本文の表現様式においては、二様に解釈することができる。すなわち、  
1）、ズビダニエフは（名前が知られていない）わずかな人々を憎悪して、彼らだけ  
を害せんとして、同全体に蛸害を与えた。2）名前が不明の、わずかな人々か円分の  
個人的な憎悪を満足させるために、ズピグニュフを唆し、国全体に損失を㌧える行為  
を彼に行わせた。次注5）においてなされる説明から見ると、この二番目の場合の方  
が、よりいっそうありそうな事態であろう。   
5）［p］グロテッキは、止当にも、この言葉は一・一二年のズピグニュ7の破局の後に  
善かれたものであると述べている。さらに注意すべきは、年代記作者は、この巻の第  
2J  
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四一章でも、第三巻の第二五輩でも、ズピグニュ7の「邪な謀の主」について、名前   
を挙げずに示唆している点である。まさに彼らこそがズピグニュフの破滅の原因を作  
り出したのである。作者が誰のことを想定しているのか、は今日でも不明であるが、   
それを、クシヴウステイの後ろ盾であり、年代記作者の後援者でもあったアヴタンツ   
イ家に敵対する者達とする見方に支持を与えたい。  
6）［M］従って、ガルは二人の兄弟が、ともに1三国を半分づつ継承したことについての   
証人である。そしてそこから、二人が身分的にも法的にも、対等であった、という事   
が引き出される。  
第三十六章  
さて、ボレスワフは、これらすべての事柄をただ神にのみ委ね、兄から受  
けたこれまでの不義不正を静かに耐え、吼える恐しき獅子のごとく1）、いつも  
倦むことなくポーランドを駆け回った。ある時、たまたま、ボヘミア人との  
国境にあるコンレという砦が2）、敵の手によってではなく、味方の手によって  
炎上したという知らせがボレスワフのところに届いた3）。ボレスワフには、こ  
の炎上はある者の裏切りによって起ったと思われた。そこでボレスワフは、  
ボヘミア人がその砦の防備を強化するためにその他へ急行するのではないか  
と疑って、わずかの手勢を率いてその地に飛ぶように急いだ。そして自ら率  
先して軍務に取りかかった。他方、ボレスワフは、自分の兵士達をかくも多  
く、またかくも長く、あちこちに連れ回し、彼らを疲労の極みに到らせたの  
で、再びまた彼らをこのように突然召し出すことは不当なことのように思わ  
れた。しかしながら、ボレスワフは自分の兵士達を援軍として呼び出し、ま  
たしかるべき使者を通じて、兄ズピグニュフに加勢を要請し4）、彼に対して、  
以下のような言葉を送った。「兄上、確かにあなたは、私よりも年が上で、特  
権も王国の領土も等しく分ち与えられている。にもかかわらず、あなたは、  
若い私にすべての労苦を引き受けさせ、戟にも王国統治の評議にも関与して  
蓋 いない。それゆえ、もしあなたが私よりも高い地位につきたいと思うならば、  
王国のすべての監督の務と国への配慮の仕事を引き受けていただきたい。さ  
もなければ、年は若いが正嫡であり、国の難事を身に引き受け、すべての労  
苦に耐えている私に対して、たとえあなたが私に役立つことはないとしても、  
少くとも私の妨げにならないでいただきたい。もしあなたが5）、国事の監督を  
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引き受け、真実の兄弟のよしみに留まりたいと思うならば、どこでも私を、  
共同の評議の場に、また王国の利益のために呼び出すことができ、そこであ  
なたは、私があなたの心からなる協力者であることを知るでしょう。しかし、  
あなたがこのような多くの労苦を引き受けるよりも、平穏に暮すことを願う  
ならば、私にすべてのことを委ねていただきたい。そうすればあなたは神の  
慈悲によって安穏に暮すことができるのです。」6）   
この言葉に対して、ズビグニュフはしかるべき回答をせず、鎖と牢獄によ  
って使者を拘束した7）。というのは、ズピグニュ7は、弟を攻撃するために自  
分の全軍を召集し、また同時に、彼をポーランドから追放するためにポモジ  
ャ人とボヘミア人との支持を得ていたからである8）。他方、ボレスワフは砦の  
防りを固めるのに忙しく9）、これらのことを知らず、カミュンニと呼ばれる場  
所に留まって10）、いつものやり方に従って敵陣に近い所で風聞や使者達の報告  
を聞いていた。また同時に敵の不意を突くすばやい戦によって敵と闘ってい  
た。   
さて、ようや〈縁者の助けによって解放されたかの使者達は、ボレスワフ  
に見たこと、聞いたことを報告した。それを聞いたボレスワフは、戦うべき  
か退くべきか11）、長い間熟考し、考えを決めかねていた12）。しかし、ついに気  
力を取りもどし13）、すばやく自分の軍勢を呼び集め、また他方では、援軍を請  
うためにルテニア人とハンガリア人の王に使者を派遣した14）。しかし、もし彼  
が自分の力によって、あるいは、彼らの力を借りて何かをするということが  
なければ、王国じたいも、また待ち望まれる王国への希望も失っていたであ  
ろう15）。  
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㈹   
Bolezlauus autem hec omnia soliDomino commendabat，iniuriamque  
fraternamadhucequanimitertolerabat，；semperquelaboriosusPoloniam  
Sicutleorugiensmetuenduscircuibatl）．；Cuifortefuitinterimnunciatum  
三Kosle2）castrumin confinio Bohemorum；a seipso tamen non ab  
hostibus concrematum3）；§Quireputans aliquem per tradicionem hoc  
fecisse，；dubitansque Bohemos adillud muniendum properare，；illuc  
Statim cum paucissimis transvolavit，；ibiquelaborem propriis manibus  
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inchoavit．；§Iamenimtantumtamquediuhucillucquecursitandosuos  
ita fatigatos reddiderat，；quod tam subito revocareiniuriosum visum  
erat∴§Tamenet suos ad auxilium advocavit：et fratrem per nuncios  
Satisydoneosinvitavit4）．；eiqueverbasubsequentiadelegavit∴Quoniam  
quidem frater，1nquit，Cum Sis maior etate，：parque peneficio regnlque  
divisione．：mesolumiunioremlaboremtotumsubirepermittis，；nectede  
bellis三velde regnlCOnSiliis；intromittis，：aut totam regplCuram aC  
SOllicitudinem sicutbb maior esse vis，Obtineas，；aut mihilegitimo，licet  
etateminori，；onusterresufferenti，；totumque】aborempatienti∴sinon  
PrOSis，Saltemnonnoceas．：Quodsi5）curamistam susceperisietinvera  
fraternitate perStiteris，：quOCumque me PrO COmmuniconsilio vel  
utilitate regnivocaveris，；me promptumibicooperatorem habueris．：  
Aut siforte quiete vivere，：quamlaborem tantum subire；malueris，；  
michitotumcommitteetsicDeopropiciotutuseris6）．；§AdhecZbigneus  
COnVenientem nequaquam．responsionem remandavit．：sedlegatos pene  
vinculis et carcerimancipavit7）∴§Iam enim totum suum exercitum  
fratreminvasuruscollegerat，；simulquePomoranosac Bohemosadeum  
de Polonia propellendum asciveratB）；§At Bolezlauus castro munito9l，  
horuminscius，inloco vocabulo LapislO）residebat，；ibiqueiacens more  
SOlito viciniusy et rumores etlegationes audiebat∴ac velocius exim－  
provisosuishostibusoccurrebat．；Legatitandemvixamicorumsubsidio  
liberati；ad Bolezlauum nunciantes que viderant et audierant，Sunt  
reversi．：§Quo audito Bolezlauusan resistat，andesistatll）diu dubitans  
hesitavit12）∴sed reversus ad cor suum13）quantocius suum exercitum  
congregavit；et ad regem Ruthenorum Vngarorumque pro auxilio  
delegavit14）．；SedsipersevelperlpSOSnichilagerepotuisset，；  
Ipsum regnumetspemregniexpectandoperdidisset15）  
1）［M・P］IPetri5－8．’■diabo】us tamquamleorugiens circuit quaerens quem  
devoret．”『ベトロの手紙，［q五八「悪魔が．ほえたける獅子のように、だれかを  
食い尽くそうと探L虹lっています。」   
2）［P］シロンスク地ルニおける、オドラ川に沿った柴。   
3）［M］コシレの砦は、一一○六年の、おそらくその如こ放火によって消滅した。カド  
ゥ／ヾソクは、そこに駐留していた兵上の怠慢によって炎1二Lた、といっている（Kadp  
fubek，MPHIl，p．317．）。   
4）［訳注］マレナンスキによれば、この時のボレスワフの要請は、ズピグニュフに、統  
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『匿名のガル年代記』第二巻（翻訳と注釈）［第30茸から第50章まで］  
治の優越権を認めるものであったし．その具休的内容は、外交権、弟に対する優越した   
地位、軍隊命令権、司教叙任権、官吏任命権等であった。Maleczy貝Ski，BoleslalL  
∬鱒γ紺0〝∫机p．39．  
5）［訳注］プレジ7によれば、この接続甜■quodsi”は、古典期のラテン語に固有の言   
葉であるが、作者の文体は、全体としては、「千丁典期ラテンの混合体である。Plezia，（義J／，  
p．98．  
6）［訳注］グロテ㍉ソキは、この子紙の意図を、ボレスワフによるズピグニュフへの挑戦  
であるとし、手紙の調十を無礼で軽蔑的なものであったとしている。Grodecki，  
Z占な〃～g沸，p．102．  
7）［M］t’vinculisetcarcerinlanCipare’’「鎖もて投獄する」という表現は、テオド  
ンウス法典に依っている。Balzer，Stuめ′um OKadZubku，T．1，Lw6w1934．p．461．  
8）［M］グロデッキによれば、ズピグニュ7は、ボレスワ7との戦の準備をしていなか  
ったとされている。Grodecki，Zbl如iew．p．102．  
9）［M］この砦をグロデッキはコシレKo乏1eの砦としている。GrodeckiGall，P．131▲  
10）［p］おらそら、シロンスク地方のオボレ近郊のカミュンこであろう。  
11）［M］二連の八音節トロカイックの詩。Pohorecki，RbJtmika．p．48．  
12）［M］sa11ust，BeLlum higurihinum，1076．一1dubio atqueheaesitanteIugurtha”  
サルステイウス Fユグルタ戦記．』－○セー・六「ユグルタは狐疑速巡して」。  
13）［M］Baruch，2030．”et convertetur adcorsuumin terra captivitatis suae．   
『バルク割二一三O「しかしお前たちは、捕われの地で本心に立ち帰り」エesuFi）ii  
Sirach，217”QuitimetDeumconvertetadcorsuum．”『ペン・シラ吾」1一一一一  
六「主を畏れる者は心の底から主に立ち帰る。」  
14）［M］キエフ公シフイエントペウク。ズビスワヴァの父。ハンガリア土はコロマンー  
世。  
15）［M］二道の八苦節トロカイlソクの詰っ Pohorecki，勒／mik〟48．  
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第三十七草   
さて、勇敢なボレスワフは、三つの軍勢に固まれた時り、最初にどの軍勢を  
待ち受け、またどれに攻撃を仕掛けるべきか 、を思案した。それは、あたか  
もモロシア犬によって発見された獅子や猪が大の吠え声や猟師の嚇玖の二割こ  
激し〈猛り狂う姿に似ていた。しかし敵の兵士達はすべてボレスワフを非常  
に恐れていたので、彼が囲みの真申に立った時、彼らは定められた場所に敢  
えて結集しようとしなかった。その時、ズピグニュフの手紙と捕えられた彼  
の使者がボレスワフのもとに届けられたが2）、その手紙は、多くの裏切りと陰  
謀の跡を示していた。その手紙を読んだ賢人達は、皆驚愕し、民衆は危険が  
迫っていると思って慨嘆した。しかしボレスワフは、賢明にも、また適切に  
Z.5 
七  
7l  ．1J、．1日人イ   
も、一時的にボヘミア人と和を結び3）、軍勢を激しく駆り立てて、まずズピグ  
ニュフを滅ぼそうと決意した。他方、ズピグニュフの方は、ボレスワフと戟  
を交えようとしてその到来を待ち受けるということもなく、また砦や都市に  
拠って決然として彼の攻撃を妨げるというのでもなく、鹿のように逃げ出し  
て、ヴィスワ川を渡った4）。  
即  
ⅠgiturbelligerBolezlauustribusexercitibuscircumdatusl），；quosprius  
expectet，Velinquosirruat，meditatur∴sicutleovelapermolosiscanibus  
indagatus；1atratibus canum；tubisque venatorum：adiracundiam  
provocatur．；§ Sed omnes tantum Bolezlauum metuebant，；quod eo  
Stantemedio，adlocumdeterminatumconvenirenonaudebant．；§Interim  
autem Zbigneuilittere capte；cum nuntiis sunt allate2），：quibus multe  
tradiciones etinsidie sunt prolate．；§ Quibuslectis，quisque sapiens  
admiratur，；totusque populus pro periculolamentatur．；Ad extremum  
VerOBolezlauussapientersatisacconvenienterprotemporepacemcum  
Bohemis federavit3），；ac exercitu concitato Zbigneum eliminare  
disposuit．；Zbigneus vero non fratris adventum eadem facturus；vel  
bellumcommissurus；ex（pectavit），；neccastrissecurus，；neccivitatibus  
；retardavit，；sedfugiensveludcervusWyslamfluviumtransnatavit4）．；  
1）［P］「三つの軍勢」、すなわち、ズピグニュフ、ポモジャ人、チェコ人の軍勢。   
2）［M］この手紙は－・－一一○六年、秋に奪われた。   
3）［訳注］グンプロヴィソナは、この協定の締結の時期を一一○七年の秋としているが、  
マレナンスキによれば、それはその前年、すなわち一叫○六年になされたこととされ  
ている。－一一○六年の秋、ボレスワフは、チェコの内紛において－一方の有力侯シフイ  
エントポウクを支持していたので、他方の有力侯ポジヴォイの攻撃を受け、またその  
時同時にポモジャ人とズピグニュフの侵入に直面していた。そこでボレスワ7はこの  
危機に対処する7L：め、ズピグニュフと妥協し、ポジヴォイと和平を結ぶ。Gumplowicz，  
Zur Gesch．n）lens．p．62．Maleczy売ski，Boleslaw KYyWOuS＆ p．41．   
4）［M］ボレスワフのズピグニエフとの戦は、ルテニアの年代記作者の言及にもとづけ  
ば、P一一○六年の秋か一－一○七年の初頭の冬に行われた。Maleczynski，Boleslaw  
KYyWOuS妙，p．41．Grodecki，Zbなniew，p・102，  
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第三十八草 ズピグニエフは弟と和解した   
さて、ボレスワフは、急いでカリシュに到着した時1）、ズピグニュフに忠実  
な者達の抵抗に出会った。しかし、二・三日で彼らの砦を占領し、使者を受  
け入れたあとで、自分の伯をグニュズノの都市に任じた。そこからさらに前  
進して、スピティミルで2）老司教を幽閉したが3）、彼の司教座の明け渡しの知  
らせを聞いて、ようやく彼を釈放した。しかしボレスワフは、司教を自分に  
随行させ、さらにウェンティッツアに移された司教座へ急いだ4）。そこでボレ  
スワフは、マゾフシュ人に対抗するために古い砦を修復した5）。ようやくその  
時になって、ルテニア人やハンガリア人の援軍が集合してきたので、ボレス  
ワフは彼らとともに前進し、ヴィスワ川を渡った。他方、その時ズピグニエ  
フは、絶望に陥り、ルテニア人の公ヤロスワフとクラコフ司教ボルドウイン7）  
の調停によって、弟への償いと臣従とを受け入れるように促された。その時  
はじめてズピグニュフは、自分が弟より低い地位にいることを認め、また、  
再び決して弟に反抗しないこと、すべての事柄において弟に服従すること、  
さらにガルの砦を8）破壊することを居並ぶすべての者の前で誓った。またズビ  
ドミヌス ミーレス  
グニエフは、その時、弟から、君主としてでなく、騎士としてマゾフシュの  
領有を認められた9）。こうして兄弟が和解したので、ルテニア人とハンガリア  
人の軍勢は自分の国に帰っていった。他方、ボレスワフはポーランド中を、  
自分の好みにまかせて歩きまわった10）。  
㈹ ZBIGNEUS REDIITIN GRACIAM  
FRAT RI S 
At Bolezlauus festinanter Calis adveniensl），；ibique quosdam fideles  
Zbigneuisibiresistentesinveniens，：pauCis diebus etillud castrum  
Obtinuit；et acceptalegatione suum comitemin Gnezdensicivitate  
COnStituit．；Inde progrediensin Spitimir2）．senem fideleminclusit3），：  
quemauditafamasuesedisredditeviⅩeXClusit．；§Quosecumassumpto  
ad Lucic sedem translatam4）properavit，；ibique vetus castellum contra  
Mazouiamreparavit5）；Tum primum RuthenorumauxiliumetVngaror－  
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umcommeavit，；cumquibusiterarrlplenS，Wyslamfluviumtransmeavit．  
：Tum vero Zbigneuusin desperacionem est redactus，；ac Yaroslauo6）  
duce Rutheno；simulque Balduino Cracouiensiepiscopo7）；mediantibus，  
ante fratrem satisfacturus et obediturus est adductus．；Tunc prlmum  
inferiorem se fratre reputavit，；tunciterum se numquam fratrifore  
COntraium，Sedincunctisobediturum…etcastrumGalli8）destructurum，：  
coramomnibusadiuravit．‡TuneafratreMazouiamretineresicutmiles，  
nonutdominusimpetravit9）；§Pacificatisitaque fratribus Ruthenorum  
exercitus et Vngarorum ad propria remeavit，；Bolezlauus vero per  
Poloniamquocumquesibiplacuit，ambulavitlO）三  
1）［B］ポズナニ南東、ビュルコボルスカ地方のカリシュ。  
2）［p］スピナミシSpycimirz（後にスピナミュシSpicymierz）。ヴァルタ川に沿っ  
た町で、カリシュからウェンナッツァへの道の小程に付二道している。  
3）［訳注］グニュズノの人司教マルチン。T・ヴォイチェホブスキ、St・ザグジェフス  
キ、グロデッキ、マレテンスキは、マルチンがズピグニュフ陣営に左担していた、と  
主張している。さらにサブジェフスキ、マレテンスキによれば、マルチンは、ローマ  
教皇座のグレゴりウス改革にも批離を置いていた、とされている（，Tyc，伽〃ブgひ，  
P．30．Grodecki，ZbignteLL・p．102，MaleczyTISki，Boleslal（】Krqw（）l［S抄．p，189．  
4）［訳注］ウェンティツアL∈czycaは、ヴィ7．り川の支流ブズラ川Bzuraに沿った  
城塞。uSedemtranslatam”「移された司教座」の意味について、プレiJアは、今口  
まで説得力のある説明は与えられていない、としている。ポーランドの若I二の教会史  
家は、当時のウニンナィソ7にはすでに司教座が、またボレスワフ・フロブリの時代  
には、大司教座が存在していた、と主張している。S／仙′邦吉点5由γ0砂上乃0女z‘Sh糊亮か行  
kich．T．3．LL．p．117・Maleczynski，B（）lesIEuL）Kr？lL・OuS＆・p・189・  
5）［訳注］グロテLLlソキは、テキストのこの侍所に破損を見ている。Grodecki，Gall．p，  
132．  
6）［訳注］ヴォウイン公ヤロス「7フ。ボレスワフ・クシヴウステイの義理の兄弟であり、  
キエフ公シウィエントペウクのノ臼、丁。折口シア原初年代記』・－一○六年の項に、「同じ  
年、ズビグニュフがスヴヤトポルク（シフィエントペウクニ）のもとに逃げてきた。」  
とある。（『ロシア原初年代記」1、三○四ページ。グン70ロヴィッチによれば、ズピグ  
ニュフは、シフィエントペウクの娘マl）アを凄として迎えている、とされる。Gumplo－  
wjcz，ゑ‘′GβSC九凸）Jg調S．p．61．  
ー  
＿   ー・ 
名を固イ1‾名詞と考えて、その場所をガウウォフGawhw（ソハチェク近くの）と同  
一視しているし、またある人々は、ラテン語のかルスGallusの意味、一おんど  
r）、めんどりから考・えて、クゼェウォフKurzelow（ヒリツア近くの）、あるいはク  
ルフKur6w（プウァサィ近くの）を想定している、つ それは、クシヴウステイの手に  
満ちた土地からの攻撃に対して、マ、／フシュを⊂．fる砦であったにちがいない。  
9）［．訳注］この協定の成立日寺別については、グンプロヴィツは、一一一○七年の夏の終ト）  
詔   
『恒名のガル年代記【月 第二巻（翻訳と注釈）［牒30辛から節50章まで］  
であったとLているが、マレテンスキは・一○七年の初頭であった、としている。  
Gumplowicz，Zur Gesc7t．n）lems．p，63．Maleczy自ski，Boles！mtlK7てyWOuS＆．p．41．  
10）［M］この平穏の時期は、・一○七年の才≠カ1ら秋までの時期である．〕  
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第三十九章 弟に対するズピグニュフの背信   
再び冬がめぐってきた時1）、ポーランドの兵上達は、ポモジュに攻め入るた  
めに再度召集された。というのは、消が氷結した時の方が、容易に柴をIJj領  
できるからである。さて、この時もまたボレスワフは、ズビグニュフの背信  
を味わった。というのは、彼が繁ったすべての事柄が、明らかに偽苦である  
ことが判明したからである。ズピグニュフは、ガルが築いた砦を速やかに破  
壊しなかったし2）、弟への授軍を請われた時、一部隊も差し出さなかった。し  
かし北の公は3）、ズピグニュ7のこのような挙動にしばらくの間は心を乱して  
いたが、兄を信頼せず、神に信を置いて自分の企てを放棄しなかった。   
さて、火を吐く龍が、ただの→息で近くのものを焼き尽し4）、焼き尽せない  
ものは尾を振って打ち壊し、大地に災いを撒き散らしながら飛び回るように、  
ボレスワフは、ポモジュに攻め入って、反抗する省は鉄で打ち、砦には火を  
放ってこの地を打ち壊した。しかしながら、ボレスワフがこの土地を駆け巡  
ってなし遂げたことは、今は省略し、この上地の中央にイ立置するアルバの郡  
市5）の包囲の話にとりかかることとしよう。   
ボレスワフは、この地方の中枢の地と考えられているこの都市に到着する  
と、ただちに陣営を弓長り、より容易に、またより危険のないやり方で城を占  
領できるように城攻めの機械を配置した。これらの機械を組み立て、武器と  
計略を用いて断え間なく攻め立てたので、二・三日でその市民にその都市を  
引き渡すことを強いることができた。ボスワレフは、この都市を■1領し、そ  
こに自分の騎士達を任じ、ボレスワフの印を与え、その後、陣を引き払って、  
海岸地方へと急いだ。そしてボレスワフはコウォブジュグ6）に向けて兵を進め  
たが、その都市に入る前に、海に近い柴を攻め落とすことを思い立った7）。そ  
の時、見よ、都市の市民と守備兵が首を傾けてボレスワフの前に進み出て、  
自分達の身柄を差し出し、忠誠を繋い、奉仕を申し出た。さらにポモジャ人  
29  
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の公も8）、ボレスワフの前に姿を現わして、彼に臣従を誓い、馬上にある省9）  
への奉仕と軍役奉仕を申し出た。   
こうしてボレスワフは、五週間、戦闘を捜し求めてポモジャ人の地を駆け  
めぐったが、この王国のほとんどすべてを戟なしに従えることとなった。そ  
れゆえ、ボレスワフは、大いなる賛辞によって称えられるべきであり、大い  
なる勝利によって飾りたてられるべきであろう。  
Ci9）ZBIGNEIPERFIDIAERGA FRATREM   
Rursushiemalitemporel）PomoraniaminvasuriPolonicongregantur，：  
ut facilius municiones congelatis paludibus capiantur．；§Tunc quoque  
BolezlauusZbigneuiperfidiamestexpertus，；quiainhiisomnibusperiur－  
us manifeste，queiuraverat，eSt repertuS．；Quipropere castrum，quOd  
Gallusfecerat2），nOn destruxit∴necin fratris auxiliurninvitatus，unam  
SOlam aciem velinstruxit，；Dux vero septentrionalis3）conturbatus ali，  
quantulumexhacarte，；suumtamennpndimisitpropositum，COrhabens  
in Domino nonin fratre，：§Ⅰgitur sicut draco flammivomus solo flatu  
vicinacomburens4），；noncornbustaflexacaudapercuciens，；terrastran－  
SVOlat nociturus，三sic Bolezlauus Pomoraniamimpetit，ferro rebelles，；  
ignemuniciores；destructurus．；§Sedquideundo perterramveltran－  
seundoegeritobmittamus；etinmedioterrecivitatemAlbam5）obsidenT  
dam adeamus．；§Adveniensitaque Bolezlauus ad urbem，que quaSi  
Centrum terre medium reputatur，；castra ponit，instrumenta parat，  
quibusleviusetminoripericulocapiatur．；Quibusparatisassiduearmis  
etingeniislaboravit，；quodpaucisdiebusurbemcivesredderecoartavit．  
；§Qua recepta suosibimilites collocavit，；signoque dato motisque  
castris，ad maritima properavit．；§Cumqueiam ad urbem Cholbreg6）  
declinaret；etcastrummariproximum7）expugnare，priusquamadurbem  
accederet，COgitaret，；ecce cives et oppidanipronis cervicibus obviam  
Bolezlauoprocedentes，三semetipsosetfidemetserviciumproferentes∴  
§ipse quoque dux Pomoranorurn8）adveniens Bolezlauo（se）inclinavit，  
eiusque residentis9）equo se servicio etmi1icie deputavit．；§ Quinque  
autemBolezlausebdomadisexpectandobellurnVelquerendoperPomor－  
aniarnequitavit，；ac toturnpene regnumillud sine prelio subiugavit．；  
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Taiibus ergo Bolezlauus preconiorum titulis estlaudandus，；talibusque  
bellorum ac victoriarum triumphiscoronandus．：  
1）［M］¶・－一○七年の十一月か十二Jj。   
2）［訳注］前章、注（8）を参軋   
3）［P］この章から以後、「北の公」という名前で、年代記作者はボレスワフ・クンヴ  
ステイを呼んでいる（第三巻、那十四章、第十七草、第二十五章、第二十六章）。そ  
れ以前は、「マルスの千」という渾名で呼んでいる。   
4）［M］Deuteronomium，815，”erat serpensflatu adurens．”『申命記』八十五  
「息で物を焼き尽す蛇」（『ウルガータ聖書』訳）。［訳注］プレジアは、この龍の鷺は、  
中世においてよ〈見られたものであるとし、例として、十二世紀後半、ペックの修道  
院の修道士ルーヴァンのステファンの下になる胡丈のノルマン史『ノルマンの龍』を  
挙げている。M．Plezia，KTt）nika Ga！kl．   
5）［P］ポモジュ地力のビアウォガルド。   
6）［M］バルト海に面した都市コウオブジュグ。   
7）［訳注］グン7dロヴイツナによれば、この柴は、コウォプジェグとは別の城砦であっ  
た、とされる。   
8）［訳注］第二十八章に登場するポモジュ公と同，・・・・一の人物であると考えられている。  
Plezia．，Maleczy舌ski，。   
9）［訳注］「馬上にある者」という訳については、プレジアは異論を唱えている。テキ  
スト本文は、ザモイスキ版、センジヴォイ版、ヒルデスハイム版のいずれも◆’residens  
equo’’となっており、これに従えばプレジアのポーランド語訳のように「馬1∴にあ  
って」の訳が止しいであろう。しかしこのプレジア訳では、馬上にある老がポモジュ  
公となり、本訳とは逆の意味になってしまう。すなわち、ポモジュ公が馬上にあって、  
徒歩のボレスワフに忠誠を襲うという叙述になる。しかし、それはグロデッキも指摘  
しているように、普通の忠誠誓約の形式に反していると思われるので、やはり、マレ  
ナンスキのようにテキストを修止して訳す方かこの章のコンテキストに適っていると  
思われる。  
A胴元■∽ね肌GβJ／〝γ0乃脆2♪0た勉，B．N．1982．p▲104．  
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しかしながら、この凱旋的な勝利の喜びに加えて、王族の血統からボレス  
ワフに息子が生まれた時1）、さらに大きな喜びが生じたのであった。願わくば、  
この少年が、年月とともに大きく成長し、高潔な士となー）、勇敢な行いに秀  
いでるように。   
しかし、始められた本筋の話を続けるならば、我々には父親のことだけで  
十分であろう。  
3j  
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射）   
Sed cumisto gaudio de victoria triumpha】i：exortum est maius  
gaudiumortosibifiliol）progeniederegali．；Puerautemetatecrescat，三  
probitate proficiat，：probis moribus augeatur∴ de patre autem nobis  
Sufficiant，；sicepta materia teneatur．；  
1）［P］ボレスワ7・クシヴウステイのこの瓜了・について、年代記作者闇、クンヴウス  
テイのk十であるかの如く語っているため、彼を後のウァディスワフニ1】t（クンサウ  
スティの長子）と見なすべきだとする理解も生じじ、しかし、諸々の年報にもとづけ  
ば、ウァディスワフニ世はすでに一－－○⊥年に′Lまれており、他力、『グル年代記』  
は、ここでは、－一一○七午の諸事什について物語っている。従って、ガルは、この筒  
所では、ボレスワフとズビスワヴー7の、おそらく早逝した別の息子のことを語ってい  
るのではないかと思われる。  
第四十一章   
さて、ボレスワフは、誓約されたすべての事柄に、兄が少しも誠実な態度  
をホさなかったのを見て、また彼が国全体にとって有害で邪悪な者として1）立  
ちはだかったので、披をポーランドから追放し2）、さらにルテニア人とハンガ  
リア人の加勢を得て、ボレスワフに反抗した者や、国境の砦を守備する者を3）、  
打ち滅ぼした。   
こうして邪悪な顧問官連4）によるズピグニュフのノ支配は終焉を迎え、ポーラ  
ンド王国全体がボレスワフの支配の卜に統一された。そして、冬の季節に5）こ  
のような事を行うことは、多くの者にとって卜分に労苦に価した。しかしボ  
レスワフは、∃て国に利益と名誉をもたらすと思われる場合には、いかなる事  
も荷が重いとは考えなかった。  
極1）   
Vidensigitur Bolezlauus，quia fraterin omnibus et promissis etiur－  
amentis fideinullius existebat；et quoniam totiterre noxius et  
obnoxiusl）obsistebat∴eumdetotoregnoPolonieprofugavit2），；sibique  
resistentes；et castellumin terre confinio3）defendentes，；cum auxilio  
．●J二〉   
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Ruthenorum et Vngarorum expugnavit．：Sicque dominium Zbigneui  
malisconsiliariis4）estfinitum，；totumqueregnum PoloniesubBolezlaui  
dominio counitum．；§Et cumista brumalitempore5）peregisse multis  
Sufficeret adlaborem，；Bolezlauus tamen nichilgrave reputat，三 ubi  
regnlprOficuum augmentarinoveritvelhonorem．；  
1）［訳注］プレジアは、’’noxiusetobnoxius．”という表現について、粕似の仔声を配  
置した煎説法が用いられている、と指摘している。Plezia，K77）nika Ga／la，p．118．   
2）［訳注］こC7）点については、Tyc，Zわgnteu）p．27．Grodeckj，Zbknieu），P．104．『ヴ  
イエルコボルスカ年代記』においては、ボレスワ7は、残されたズピグニュフの妻や  
r一族の甘達に－一定の所儲を与えたとされている。t－Cujus calamitatiet plus uxori  
etljberorum defectibus，POSt tempuS nOnlongum，Boles】aus rex benigne  
COmPatiens，Sibiquasdam haereditates utifruendas concessit．”Kronika  
BoguchwaIain MPH t．IIp．498，   
3）［訳注］「国境の砦」について、プレジアは、二十八車に言及されているガルの砦を  
指すとしているが、マレテンスキ、ブイノッホは、プウァヴィ近郊のクル7Kur6w  
を想定している。Maleczyhski．Boles［azt）Krzywousty p．44．   
4）［p］第三十五章の柱5）を参照。   
5）［M］一一一○七年から・－一 ○八年の冬にかけての時期。  
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それからボレスワフは、非常に野蛮な土地プルスに攻め入った1）。そして多  
くの戦利品を略奪し、火を放ち、多くの捕虜を捕えた。ボレスワフは戦を求  
めたが、それに出会うことなく国に帰った。しかし、この土地について、た  
またま言及することになったので、長老達の話から2）若干のものをここに付け  
加えても不当ではないであろう。   
すなわち、フランク族の大王カールの御代3）、サクソニア人は大王に反疾し、  
彼の支配の靴も、キリスト教の信仰も・受け入れず、そのため船でサクソニア  
の地を出て、この地方を占領し、この土地の名を受け取ったのである4）。それ  
以来その土地は、壬もな〈、法もない状態が続き5）、当初からの異教と野蛮を  
離れることがなかった。他方、この＿L他には、湖と沼とが至るところに点在  
しているので、砦や城によって守られる必要がなかった。それゆえ、今まで  
誰もこの土地を征服することができなかった。というのは、誰も軍勢を率い  
、■＝  
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てこれ程の湖と沼を渡ることはできなかったからである。  
㈹ SAXONES NAVIGIO VENERUNT  
IN PRUSSIAM  
IgiturinPrusiam，；terramsatisbarbaram∴estingresusl），；undecum  
Predamultafactisincendiis，：pluribusquecaptivis，：querenSbellumnec  
inveniens，eSt reVerSuS．；§Sed cum forte contigerit regionemistamin  
mencionemincidisse，；non estinconveniens aliquid ex relatione  
maiorum2）addidisse．；§Tempore namque KaroliMagni3），Francorum  
reglS，Cum Saxonia sibirebellisexisteret，‡nec dominacionislugum neC  
fideichristiane susciperet，；populusiste cum navibus de Saxonia  
transmeavit；etregionemistametregionisnomenoccupavit4）．；§Adhuc  
itasinerege，；sinelege5）；persistunt，；necaprlmaperfidiavelferocitate  
desistunt．；Terra enimillalacubuset paludibus est adeo communita，；  
quodnonessetvelcastellis velcivitatibussicmunita；；undenonpotuit  
adhucabaliquosubiugari，：quianullusvaluiteumexereitutotlacubuset  
paludibustransportari∴  
1）［P］プルスは、当時、ヴィスワ川F流とニュメン川下流の間に構わる土地であった。  
クシヴウステイのプルスへの偵人は、おそ仁Jく一一○八年の初めの頃、ズピグニエフ  
をマゾフシュから追放した後に行われた。   
2）［M］これらの言葉から、ガルがある伝承をこの節所に書き込もうとしたと考えるこ  
ともできるが、この伝承がポ㌧－ランドに由来するものであるか否かは、不明である。   
3）［P］フランク干カール大帝（七六八八一四）。八00年からローマ皇帝。当時、  
異教を†言じていたサクソニア人と長期にわたる戦争を行い、彼らを打ち負かして、キ  
リスト教に改宗しようと企てた。   
4）［p］作者は、フロルスの住民をサクソニア人から由来したもののように描いているが、  
これは疑いもなく誤っている。というのは、プルスの古語が示しているように、彼ら  
はバルト・スラ7語族であって、血統的にはリトワニア人やヤジヴング人と最も近い。  
しかしわが『ガル年代記【』より後のドイツの史料は、同じように、サクソニア人のプ  
ルスへの避難の伝承を語っている。  
［M］プルスに渡るサクソニア人についての伝承は、『ザクセンシュピーゲル（第三  
巻第四十川牽第二項）」】、『ザクセン世界年代記』の九一七年の項、『スタ【デン年代記』  
も言及している。   
5）［P］Msjneregesinelege”の表現は、頭謂法を踏まえている。  
ノ＼  
こ～4   
『匿名のガル年代記』第二巻（翻訳と注釈）［第30発から第50帝まで］  6Z   
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さて、今はプルス人を野獣のところに残しておき、理性を与えられた者達  
に1）、一つの話、否、神による一つの奇跡の話を語ろうと思う。   
ある時、ポモジャ人がたまたまポモジュから兵を出し、いつものやり方に  
従って戦利品を奪い、ポーランド中を荒し回るということがあった2）。彼らは  
四方に分れて散開し、彼らのすべての者が災いを与え、邪悪なことを行った  
が、ある者は、さらに大きな目酒へと突き進んだ3）。というのは、大司教座そ  
のものと聖なる教会を犯したからである。すなわち、信仰厚き老人、グニュ  
ズノの大司教マルティンは、スピナミンにある打分の教会で4）、ミサを開こう  
として司祭とともに告解の式をとり行なっていた。また、他の場所に赴くべ  
〈、馬に鞍を置いて自分の旅行の準備をさせていた。それゆえ、もしも、外  
に立っていた下僕の一人がポモジャ人の軍勢を見つけ、教会の入‖に駆け込  
んで、すぐそこにポモジャ人が来ている、と叫ばなかったら、疑いもなくそ  
こにいた人々はすべて殺害されていたであろうし、あるいは一家の主人たる  
老も奴隷のように鎖にしばられて売り払われてしまっていたであろう。その  
時、司教、司祭、肋寮長は5）、非′削こ驚き、この世の生についての望みを捨て  
なければならないと思った。どのような手立てを講ずべきであったのか。何  
をなすべきであったのか。どこへ逃げればよかったのか。－一一つの武器もな〈、  
従者の数も少ないのに、敵が戸口に迫っており、またいっそう危険なことに、  
木造りの教会がまさに彼らを焼き尽くそうとしていた6）。その時、出r：1を通っ  
て外に出た助祭長は、屋根付きの回廊7）を通って馬のところにたどりつこうと  
し、そうすれば逃げ去ることができると思ったのである。しかし救いの場を  
棄てて救いを求めたため、救いから逸れてしまった。というのは、助祭長は、  
まさにそこに突進してきたポモジャ人と出くわしてしまったからである。異  
教徒は彼を捕え、彼を大司教と思って大いに喜び、櫛単に乗せ、縛らず、む  
ち打たず、敬意を払いつつ監視した。その間、大司教は、誓願と祈りによっ  
て神に身を捧げ、胸で十字の印を切っていたが、若者でも登るのをためらう  
所に、この老人は身を打ち震わせながらも、何のためらいもなくよじ登った8）。  
驚〈べき事を言うようであるが、老年というものが否定していた力を、死の  
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危険と突然の恐怖がリlき出したのである9）。他方、司祭は、ミサを行う準備を  
していたので、祭壇の後に身を隠し、こうして大司教と司祭の二人は、神の  
恵みにより、敵の手から逃がれることができた。すなわち、厳かな神の御力  
がこのようにして教会に突人した異教徒を盲目にLたので、彼らのうち誰も  
上に登ることも、祭壇の後を見ることも考えつかなかったのである。しかし、  
彼らは、旅行用の大司教の祭培10）と教会の聖遺物を持ち去り、ただちにそれら  
といっしょに捕えた助祭長を連れて立ち去っていった。しかし全能の神は、  
人司教と司祭と教会とを救ったように、後に聖造物とすべての聖なる品々を、  
汚れも傷もないままに大司老のもとに送り返したのである。というのは、異  
教徒のうちで聖遺物や聖衣、あるいは聖なる器を持ち去った者には、誰であ  
れ、腐滴と恐ろしい狂気が襲いかかったからである。それゆえ、神の偉大な  
力に驚いた人々は、すべての物を捕われの身の助祭長に返却せぎるを得なか  
った。また助祭長日身も無傷のまま元気にポモジュから帰ったので、大司教  
は自分のものがすべてこのように手元に返ってきたのを見て、奇しき神を、  
その業の故に誉めたたえた11）。その日からポモジャ人は次第に滅びに向し－、ま  
たその後敢えてポーランドを荒しhqることはなかった。  
㈹ MIRACULUM DE POMORANIS  
Nunc autem Pruzos cum brutis animalibus relinquamus；et quandam  
relationem rationis capacibusl）ymmo Deimiraculum referamus．；  
Contigit forte Pomoranosde Pomorania prosilisse，；eosque more solito  
predam capturos per Poloniam discurrisse2）．…§ Quibus dispersis et  
discurrentibus；per diversa，；cunctisque mala facientibus；et perversa，  
；quidam tamen eorum ad maiora scelera proruperunt3）；quod  
metropolitanumlpSumetSanCtameCClesiaminvaserunt．：IgiturMartinus，  
archiepiscopus Gneznensis，三senex fidelis，；Spitimirin ecclesia sua■1）  
六 COnfessionemcumsacerdotemissamauditurusfaciebat，；suamqueviam   
insellatisiamequisaliasiturusdisponebat．…§Sicqueproculdubiosimul  
OmneSibidem aut fuissentiugulati，；aut pariter dominus sicut servus  
Captivitatisvinculismancipati，；nisiquidamdeministrisforisastantibus，  
armis eorum recognitis，ad ecclesieianuarn prOperaret∴iamque  
presentesadessePomoranosexclamaret．：§Tumvero presul，SaCerdos，  
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archidiaconus5）tremefacti；devitatemporaliiamdesperaresuntcoacti．  
；§Quidconsiliicaperenし，≡velquidagerent，！velquofugerent．：§Arma  
nulla，Clientes pauci，hostesinianulS，et quOd periculosius videbatur，；  
ecclesialignea ad comburendum eos paratior habebatur6）．：Tandem  
archidiaconusper OStiurneXiens，per SOlariumcoopertum7）adequosire  
volebat 三etsic evadereseputabat．；Sed salutem deserens；et salutem  
querens，；asalutedeviavit，；quiaPomoranisillucirruentibusobviavit．！  
§Quocapto，paganiputantesarchiepiscopumessegavisisuntvehementer，  
；quemposituminvehiculo nonligant，：nonverberant，言sedctlStOdiunt  
Veneranter，；§Interim autem archiepiscopus Deo se votis et precibus  
COmmendavit，；seque crucis sacro signaculo consignavit；nec，ubinisi  
iuvenis（non）dubitaret，illuc scandere senex tremulus dubitavit8）．；§  
Mirabile dictu，vires，quaS etaS Senilis denegavit，；periculum mortis  
timorquesubitaneusministravitn．！§Presbitervero，Sicuteratparatus，Se  
post altarium reclinavit；et sic uterque presulet sacerdos Deoiuvante  
manus hostium evitavit．；§Nam paganosin ecclesiamirrumpentesita  
divina maiestasexcecavit，：quod nullus eorum velsursum ascendere，三  
Velpostaltarerespicere三admemoriamrevocavit．；§Quitamenarchie－  
piscopialtariaviatica10），eCClesieque reliquias abstulerunt，；statimque  
Cum eis et cum archidiacono，quem CePerant，abierunt．；Sed Deus om－  
mipotenssicutpresulem，SaCerdotemetecclesiamliberavit，；sicreliquias  
postea totumque sanctuariumincontaminatum etinviolatum archiepis－  
COPO reStauraVit 三Quicumque enim paganorum reliquias，Velsacras  
VeSteS，Velvasa sanctuariipossidebat，；velcaducus eum morbus vel  
insaniaterribilisagitabat；三undeDeimagnificenciatremefacti，：captivo  
archidiacono cuncta reddere sunt coacti．三§Ipse quoque sanus etin－  
COlumis archidiaconus de Pomorania remeavit，；sicque suis omnibus  
restauratisarchiepiscopusDeummirabileminsuisoperibuscollaudavit．；  
Ex ea die Pomoranipaulatimincipiunt annu11ari∴necita sunt ausi  
posteaper Poloniamevagari．：  
1）［訳注］70レジアは、この表現の中に、ポエナウスを介する、西欧中世へのペリパト  
ス派の人間の定義（■’homoestanimalratioIlisetscientiaecapax，’’『人間は、理  
性と学知を持った動物である。』）の彩管を見ている。   
2）［p］おそらく一一○八年の春の頃であろう。  
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3）［M］Esth．165”jnlantumvesaniaeproruperullt．”『エステル記』十六五「こ  
れ程人きな狂乱へと突き進んだ。」（『ウルグータ聖書．＝二依った。）  
4）［訳注］第二巻第三十八章注2）を参軋  
5）［p］叶archidiaconus’’－肋寮長は、教会の要職であり、特定の教区における裁  
判権を持つ。この筒所は、ポーランドにおける助祭長に関する最古の記述である。   
［訳注］ドゥゴージの『歴史』第四巷、・－・○九年の項は、ほぼこのグルの記逓を九   
にしているが、助祭長にニコラウスの名をリ・えている。Dt6gosz．Annales，LiberⅣ，  
P．231．  
6）［p］プレジアによれば、知文節による史章表現の技巧は、文意の火急件、危険性を  
表現している。  
Quidconsiliicaperent？  
Velquid agerent？  
Velquo fugerent？  
Arma nulla  
Clientespauci  
hostesinianuis  
etquodpericulosiusvidebatur  
ecclesialignea adcomburendum eosparatiorhabebatur．  
Cf．Plezia，Gal］，P．114，  
7）［P］’’solariumcoopertum1．－「覆いのある回廊」－は、中世の木造教会の  
璧に沿っている回廊で、たとえばポドハレの若十の教会に見ることができる。この節  
所は、このような回廊がすでに十二件の木造教会に存在していたことをホしているよ  
うに思、われる。  
8）［p］すでにドゥゴーンは、この節所を次のように解釈している。すなわち、大司教  
マルチンは、屋根の小にあった屋根裏部屋に身を隠した、と。（［訳注］念のため、以  
下原文を掲げる。”sublimustectumoratoriiinterlagueariaconscenditillicquese  
occulujL”DIogo孟e，ibidリ）  
9）［M］Vergilius，Aenek，Yn．224．t’pedjbustimor addidit alas，”ヴュルギリウス   
『アエネイス』第八巻：二二川「恐怖が彼の足に翼を与えた。」  
10）［p］”altariaviatica”一一一一一旅行用の祭fRrは、大き〈はないが極めて高佃な  
ものであった。年代記作者は、複数形を用いているので、おそらくは、祭壇だけでな  
〈、それに付属していた器や祭儀用の衣のことも念頭にあったのではなかろうか。  
11）［M］Psalm．144－13．”sanctusinomnibasoperibussuis．”『詩篇』－－一閃四一三  
「主は、そのすべての御業において聖である。」（『ウルガーータ聖書』に依る。）  
第四十四章  
さて、不摸不屈のボレスワフは、再びポモジュに攻め入り、大軍をもって  
チャルンク7の砦を包囲した1）。種々の城攻めの機械を用い、砦の壁よりも高  
い櫓を建て2）、非常に長い間、武器と城攻めの道具で砦を攻め立てた。そして  
3β   
瞳名のガル年代記」1第二巻（翻訳と注釈）［第3q薫から第5q革まで］   
ついにこの砦を降伏させ、自分の支配の下に置いた。さらにボレスワフは、  
多くの省を異教からキリスト教のイ訓Pへと改宗させ、また自ら砦の領主3）を洗  
札の泉から引き上げたのであった4）。そこで、異教徒達と彼らの君主は5）ボレ  
スワフがいかに易々とチャルンクフの柴人の倣憎を挫いたかを聞いた時、君  
主自らすべての者に先立ってボレスワ7に降伏した。ノかし、彼らのうちの  
どちらも長く臣従の約束を守らなかった6）∩ というのは、洗礼を受け、ボレス  
ワ7の霊的な息子7）となったかの者は、後に死罪8）に価する裏切りを幾度もく  
りかえしたからである。しかしそれについては、しかるべき所で語ることに  
して、ハンガリアからやってきた皇帝と9）、ボヘミアからやってきたボレスワ  
フのことに話を戻すまで、今のところは触れずにおくこととしよう。そして  
もしそれ以前にどこかで言及することになったら10）、その場所に挿入すること  
としよう。  
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挫4）  
IgiturinplgerBolez】auusiterumPomoraniamestingressus；etcastel－  
1umobsessurusCarnkoul）magnlSViribusestaggressus∴machinisdiver－  
Sigeneris preparatis，；turribusque castellana munitione preminencior－  
ibus elevatis2），：armis tamdiu acinstrumentis oppiduminpugnavit，；  
donecilludfactadedicionesuodominiomancipavit．…§Insuperetiamad  
fidemmultosabinfidelitaterevocavit，；ipsumquedominumcastelli3）de  
fonte baptismatis elevavit．4）三Audientes autem hoc paganl，1pSeque  
dominus paganorum5），三sic facile videlicet corruisse contumaciam  
Charncorum，；ipseduxBolezlauuoprimusomnium（se）inclinavit，；sed  
eorum neuterlongo tempore fidelitatem observavit6）i§ Nam postea  
baptisatusille Bolezlauifilius spiritalis7）‡tradiciones fecit multimodas  
dignas sentencie capitalis8）．：Sedista suoloco recitanda presentialiter  
Subsilenciocontegamus，三donecimperatoremdeVngaria9），Bolezlauum  
VerO de Bohemia reducamus：et slqua prius fiericontigerintlO）  
inducamus．；  
1）［p］ノテツ川に治った柴。二の戦が行われたのは、一一○八年の夏のことであった。   
2）［M］sallust，βgllumJtqurthintlm，213．”oppidumcircumsedit，Vineisturribus－  
queetmachinisomniumgenerumexpugnareaggreditur：1サルステイウス『ユグ  
39  
57  〟．‘4川南  
ルタ戦乱¶二一三「砦を包㈹し、蔽物ややぐらや、あらゆる椎数の城攻めの機械を  
用いて、攻め滅ぼそうとした。」  
3）LP］第∴巻第四十七草から兄て彼の名はグニエヴォ三ルGniewomirであるこ  
とが知られているtっ  
4）［P］t－de fonte baptismatis elevavit．”「洗礼の曳からリlき上げた」一rすなわ  
ち、彼のキリスト教従としての父となった 〉－  
5）［M］すなわちポモノ工全卜の公duxであり、すでに第三九章で言及されているポ  
モジュ公であろう∪  
6）［p］りeorumneuter”「彼らのうちどちらi，」すなわち、グニュウォーミ ルと  
ポモジ工公。  
7）［M］”filiusspiritalis・’’「霊的な忠、「J、ニの表現は慨会法集刺Corp・iur・  
canon．c．7．c．30．q．1”filia diciturspirltualis／から才采られたものと思われるL－  
8）［M］■tsententiacapitalis．”「死罪」－－Pこの．；柴は 町民法典」1Corp．iuriscivilis．  
から採られたように思われる。  
9）［p］第二巻第四十五章、第plH一ぺ章の叙述／＼のホ唆。  
10）［P］第三巻第ニト五黄参風⊃  
第四十五章   
さて、同じ話題に長く留れば、怠け者ではないかと思われるので1）、今は、  
ポモジャ人からボヘミア人へと話題を変えよう。   
ところで、ボレスワフが堅く同の番人として立ち、力を尽して父祖の土地  
の名営を守っていた時、たまたまモラヴィア人が侵人し、ポーランド人の知  
らないうちに、先にコシレの砦に到着しようと試みたことがあった2）。その時  
ボレスワフもまたラチブシの柴を3）、可能ならばそれを占領すべく、勇敢な騎  
士若干名を派遣した。しかし臼分自身はこのために狩猟や休息をとり止めよ  
うともしなかった。他方、出陣したあの勇敢な騎士達は、モラヴィア人と戦  
を始めたが、その他でポーラントの優れた騎斗数名が倒れた。しかしその仲  
間の者達は、野戦においても勝利を収め、柴攻めについても勝利の裡にそれ  
を占領することに成功した。こうしてモラヴィア人は打ち倒されたのである。  
かくして、かの柴の人々、巾†も知らぬままに倒れたり4）。  
その間、皇帝ヘンリク四世は5〉ハンガリアに侵人したが、そこで利益も名誉  
もほとんど手に入れることができなかった。しかし、目下のところは、我々  
イり   
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は皇帝やハンガリア人の行いについては論じないでおこう。しかしこれらの  
ことに触れる時には、ボレスワフの信仰と勇気について語ることとしょう。  
㈹   
Nunc autem de Pomoranis ad Bohemos convertamur，；ne diutius  
Circaidemimmorantespigritarivideamurl）．  
Igitur Bolezlauoin terre custodia persistente；et honorlpatrie totis  
viribusinsistente，；contigit forte Morauienses advenire，：VOlentes cas－  
trumKosle2），Polonisnescientibus，preVenire∴§TuncquopueBolezlauus  
quosdamprobosmilitesadRatibor3），SlpOSSibilesitcapiendummisit，ipse  
tamen propterea velvenari，Velquiescere non dimisit．；Illivero probi  
milites abeuntes；et certamencum Morauiensibusineuntes，；ibiprobi  
quidam de Polonisin prelio corTuerunt，；sociitamen eorum etvictorie  
Campum et CaStellum habuerunt．：Sic suntin prelio Morauienses  
interemptl；  
Etsici】1idecastellolgnOranteSinterempti4）  
§Interea fIenricusimperator quartus5）Vngariam”introivit，；ubi  
Parumutilitatisvelhonorisacquisivit∴ Nosautemdegestisimperator－  
umvelVngarorumadpresensnontractamus；sedheccommemorando  
Bolezlaui”fidemet audaciampredicamus．：  
1）［M：］二進の八汀節トロカイックの詰。   
2）［訳注］ヴロツワフとクラコフの中間地点にある、オドラ川沿いの砦。   
3）［M］オドラ川に沿った砦で、『コスマの年代記』第1巻第二十二幸に次のような記  
述がある。「ポーーランドの同職こ対する堅固な砦」。この地の戦は一一○八年の秋に行  
われた。   
4）［h′Ⅰ］二連の八苦節トロカイックの詩。   
5）［P］ヘンリク四≠りローマ皇帝とLて。ドイツ三1三としては、ヘンリク九世の名で知 杢  
られている。）は・一○六から－一一 二五年まで統治したが、皇帝に戴冠されたのは一 ハ  
ー■一・－‥・－ ヰであった。ハンガリアへの侵入は一一○八年九ノ＝こ行われた。  
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第四十六章  
さて、ハンガリアコ三コロマンとポーランド公ボレスワフの間には、次のよ  
うな約束があった1）。すなわち、もし皇帝が二つの王国のどちらかに侵入した  
時には、他方の者は、その間にボヘミアの地を閉ぎすというものである。そ  
れゆえ、皇帝がハンガリアに侵攻した時2）、ボレスワフもまた約束を7って、  
森の「Pで戟を交え3）、 その勝者としてボヘミアの地を閉ぎしたのであった。そ  
の地で三日三晩火を放ち、三つの城主の餌と一つの都市近郊の地を破壊した4）。  
この後、ボレスワフは、裏切りによってボレスワフの柴を占領したポモジャ  
人の方へとすばやく立ち戻っていった。  
㈹   
Erat eniminter regem Vngarorum Colmannum；et ducem Polonie  
Bolezlauumconiuratuml），；quodsiregnum alteriusimperatorintroiret，  
；alter eoruminterim Bohemiam prepediret；Quando ergo cesar Un－  
gariamintroivit，2）；Bolezlauusquoque，fidemservans，inmediosilvarum  
prelio commisso，3）victor Bohemiam prepedivit，；ubitribus diebus et  
noctibuscomburendotrescastellaniasunumquesuburbiumdissipavit4）；  
et sic cito pro Pomoranis per traditionem sua castra caplentibus  
remeavit∴  
l）［p］この約束が第二巻第二十九黄でii及された両者の会見の際に結ばれたものか、  
それともその後の機会に結ばれたものかは不明である。［M］Novotny．Cesk6ddtny  
lpars2，4455，448．   
2）［M］Novotny，eeSkdd6iny】pars2，449．Meleczy雨kj，Bo／esEalt）Krzvwo呵y．p．  
63  
［訳注］ヘンリク五世のノ、ンガリア出征についてのマレナンスキの説明は次のようで  
ある。すなわち、一一○八年ヘンリクニ丘t吐は、叙任権闘争をめぐって分裂していたド  
イツ諸侯の力を→つにまとめ、さらに【上lらの戴冠をめぐる法三l三との交渉をより有利に  
進めるために、東征を企図し、チェコ公シフイエントぺウクの軍を使ってポMランド  
を頂から攻撃させ、自ら主軍をヰちいてハンガリーの西苦じに侵攻Lた。   
3）［p］ズテッキの森（ズデーデンの森「 訳者）は、ポ→ランドとチェコの国境に  
構わっており、一山洞にとってR然の要吉をなしていた。従って、侵入者にとっては、  
この森を越えねばならず、防衛する側にとっては、この森は最初の防衛線となった。   
4）［hⅠ］この戦は－一一○八年のトー月に行われた。［訳注］この戦には、ハンガリア王  
42   
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コロマンも参加し、モラヴィアを荒廃の他に変えた、と伝えられている。Cos研αSlIl．  
25．  
第四十七草   
さて、ボレスワフが不在の時1）、ポモジャ人はボレスワフの砦ウシチェを包  
囲した2）。しかもこの砦をポーランド人はグニュボーミルの裏切りの計によっ  
てポモジャ人に引き渡してしまったのである。しかしこのグニュボーミルは3）、  
まさにボレスワフによってLlj領されたチャルンクフの砦の者であ ー）、ボレス  
ワフ自らによって洗礼を施され、他の者が殺された暗もその命を助けられ、  
逆にチャルンクフの城の領主に任命された当の老であった。ところが、この  
不信仰者、偽誓の者、忘恩の徒は、ボレスワフはボヘミア人に討たれ、すで  
にドイツ人に引き渡されていると言って、柴の者達に誤った忠告を与え、砦  
を明け渡すように促したのである。他方、ボレスワフの軍勢が非常に骨の折  
れる、また非常に危険な道を迫ってボヘミアから帰還した時、ボレスワフは  
自分に対しても、また疲労した兵士達に対しても、また弱った馬に対しても、  
いたわりの心を示すこともなく、畳も夜も休むことがなかった。そして多く  
の騎士の中から少数の者を選び出し、彼らを率いてその地に急行した4）。たと  
え、ボレスワフが他のことを何もしなかったとしても、少くとも不義不正に  
対して報復するボレスワフの意志を示すことができたし、また自分が元気で  
まだ殺されていないことを明らかにすることができた。）というのは、ボレス  
ワフと戦を交えようとする老は誰もいなかったし、戦を始めようとして戦場  
に舞い戻ってきた者を敢えて迎え打とうとする者は、誰一人いなかったから  
である。こうしてボレスワフは損害を与えることもなく、またそれを被るこ  
ともなく、国に帰っていった。  
㈹  
Iam eo absentel）PomoraniVscze2）Bolezlauicastrum obsederant；et  
illud PoloniPomoranisiam Gneuomir3）per traditionem suggerente  
reddiderant．；§ Erat enimiste Gneuomir de caste1lo Charncou，quOd  
43   
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Bolezlauus expugnavit；et quemlpSe de fonte baptismatis elevavit三et  
Ceterisinteremptis vite reservavit；etinlpSO CaStello dominum  
COllocavit．；§Hic vero perfidus，Periurus，immemor beneficii，perVerSO  
COnSilio castrum reddere consuluit castellanis∴menciendo Bolezlauum  
SuperatumaBohemis；etiamredditumAlemannis∴Exercituitaquetam  
laboriosoitinere tamquepericuloso de Bohemia redeunte，；nec sibi，neC  
Viris fatlgatis∴nec equis macillentis；pepercit，；nec die noctuque  
quievit，；donecilluc festinanscum paucis，quOS de multiseligerepotuit  
（advenit）4）etsinonaliudfecitsevelleiniuriamvindicare，Saltiminnotuit  
…eumque sanum et non superatun apparuit．：§Nullus eIlim se contra  
eum adbellum preparavit，；nullusenim（eunti）velredeuntipugnaturus  
obviavit；etsic nec dampnum faciensnec recipions remeavit．；  
1）［M］一一一○八午の八月の頃。   
2）［訳注］ウシチェU孟cieは、ポズナニの北ガにあって、ノテツ川にれった砦。   
3）［訳注］第二巻第四十四＝単に言及されたチャルンクフの城＝i三である。   
41［p］ウシチェの地。この出征は一一○八年の終りになされた。、  
第四十八草   
ボレスワフは、しばらくの間、篤と騎士に休息を与えた後、あらためてポ  
モノェへ戻る準備にとりかか㌢）、再び戦のために軍隊を編成した。さて、敵  
地に入った時、ボレスワフは戦利品や家畜の群を追い求めず、城攻めの機械  
や色々な道具を用意してヴィルニの砦を包囲した1）。それに対して砦の者達は、  
命が救われる見込みはないと思い、ただ武器だけを頻りにして、城の壁を高  
くし、壊れた壁を修理し、先の尖った杭2）と石とを上に運び込み、城門を閉ぎ  
して防備を固めた。こうしてポーランド人は、城攻めの機械を組み立て、全  
ての兵士が武具に身を固めると、あらゆる方面から勇敢に砦に攻撃を加えた。  
ポモジャ人もそれに劣らず激しく防戟した。ポーランド人は正義と勝利のた  
めに大胆に攻め続けたが、ポモジャ人は、生れながらの異教と自らの安全を  
守るために抗戦した。ポー，－ランド人は栄光を追い求め、ポモジャ人は自由を  
擁護した3）。しかし遂にポモジャ人は断え間のない困苦と徹夜の見張りに疲れ、  
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もはやこのような州こは抗することができないと悟って、当初の倣慢なうぬ  
ぼれを捨て、命の保証としてボレスワフの手袋を受け取り4）、自らと柴とを引  
き渡した。しかし、ポーーランド人はこれ程大きな労苦、これ程多くの戦死、  
厳しい冬、これまでの裏切りと肝計を忘れることができず、全員を殺し、誰  
をも容赦しなかった。そしてこれらのことを禁じようとしたボレスワフの命  
令にも耳を貸そうとはしなかった。   
こうして反抗的で倣憎なポモジャ人は、徐々にボレスワフの手によって打  
ち滅ばされていった。それは正当にも不信仰の者が滅びに向うのと同様であ  
る。ボレスワフはこの砦を確保しておくために、前よりも強固な備えを施し、  
それに必要な物資を与え、自分の騎士達をそこに配置した。  
㈹  
IterumaliquantulumequisetmilitibusrecreatisinPomoraniamredire  
paratBolezlausiterumadbellumcohortibusinstauratis．：Hostiumergo  
terramingrediens，；non predas sequitur velarmenta，；sed castrum  
Velunl）obsidens，；machinaspreparatacdiversigenerisinstrumenta．；§  
Atcontracastellanivitediffidentes，：solummodoinarmisconfidentes，；  
PrOpugnaCularelevant，三destructareparant，；sudespreacutas2）etlapides  
SurSum elevant，；obstruere portas festina：nt．：§ Machinisitaque  
preparatis；et universis adarmatis；Polonicastrum undique viriliter  
invadunt，；Pomoranivero nonminus defendunt．；Poloniproiustitia et  
victoria sic acriterinsistebant，‡PomoranlPrO naturaliperfidia et pro  
salutedefendendaresistebant．：§Polonigloriamappetebant，；Pomorani  
libertatem defendebant3）．：§ Ad extremum tamen Pomoranicontinuis  
laboribus et vigiliis fatigati，：se non posse tantis resistere viribus  
meditati，；deprimofastusuperbiedescendentes，SeSeCaStellumque，reCe－  
ptaBolezlauicirotecapropignore4），reddiderunt．§AtPolonitotlabores，  
；tot mortes，；tot asperaS hiemes，；tot traditiones etinsidias 阜  
memorantes，；omnesoccidunt，nulliparcentes，；neclpSum etiam Bolez－  
1auum hoc prohibentem audientes．；Sjcque paulatim rebelles et  
COntumaCeS Pomoraniper Bolezlaum destruuntur，；sicutiure perfidi  
destruidebent．；Castellum vero Bolezlauus melius ad retinendum  
affirmavit∴eoquemunito necessariis，SuOSibimilitescollocavit．：  
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1）［訳注］ポズナニ北西にある、ノテツ川に沿った砦。この攻岡はおそらく一一一○八年  
と一一一○九年の間の冬に行われた。  
2）［M］Sallust，Bellum Gzf；［［nae563，a］iipraeacutassudisportabant．”サルステ   
イウス『カティリナ戦記』五六三、「ある者は、先の尖った枕を運び込んだ。」  
3）［P］これは対比的な文章であるが、節三巻節八章のグローブフ城攻開の非常に詳細  
な叙述もこれと同じ文体で構成されている。  
4）［P］この興味深い慣習の由来は不明である。［G］l】語的諺から、以下のことが知  
られている。すなわち、手袋を投げ捨てることは、戦いへの挑戦を意味し、新しい所   
有者の子に移るという法的行為は、手袋を手渡すことによってホされる。しばしば、   
この日的のために、印としては帽了・が用いられた。Grodecki．，KronikaPoIska，p．138．   
第四十九章 六百人のポモジャ人がマゾフシェで打  
ち殺された。  
しかしながら次の年の夏l）、ポモジャ人は戦利品を略奪するために結集して  
マゾフシュに侵入した。しかし彼らがマゾフシュ人から略奪しようとすれば、  
それだけ自らがマゾフシュ人から略奪されることになった。実際、彼らはマ  
ゾフシュを荒し回り、略奪品と捕虜を集め、建物に火を放ち、何も恐れるこ  
となくそれらのものを側に置いて居すわF）、戦を懸念することもなかった。  
しかし、見よ、当時、マゾフシュを治めていたマグメスという名の伯が2）、数  
は少ないが、勇気において多くの者に匹敵するマゾフシュ人を率いて、優勢  
な、否無数といってもよい程の異教徒に対して驚くべき戟を敢行したのであ  
る。事実、そこにおいて神は自らの全能の力を示された。というのは、その  
他では、異教徒達の内、六百人以上が打ち殺され、略奪品も捕虜もすべてマ  
ゾフシュ人に返還された、といわれているからである。また明らかにその他  
の生き残った者達も、捕えられたり、逃亡したりした。確かにこの地域の司  
教シモンは3）、狼の牙によって引き裂れた自分の子羊達を、司祭服を着たまま  
悲しげな声で呼び求めていたが、この世の武器をもってしては許されないこ  
克  とを、霊的な武器と祈りによって成し遂げようと努めたDすなわち、昔のイ  
スラエルの息子達が、モーゼの祈りによってアマレク人を打ち破ったように4）、  
今やマゾフシュ人は、自分の司教の祈りに助けられて5）、ポモジャ人に対する  
勝利を獲ち得たのである。また、次の日、二人の婦人が小道で野いちごを摘  
んでいた時、一人のポモジャ人の騎士を見つけ出し、それによって新たな勝  
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利を加えた。というのは、彼女達は彼から武器を取りあげ、後から手を縛り  
上げ6）、彼を伯と司教の前に引き連れていったからである。   
㈹ SEXCENTIPOMORANIIN MAZOUIA  
SUNT PEREMPTI   
Sequentitamenestatel）congregati；transieruntin Mazouiam predam  
CaperePomorani；SedsicutsibiMazouiensespredamfaceresuntconati，  
；sic■abipsis Mazouiensibus preda fierisunt coacti．；Ipsincmpeper  
Mazouiam cursitantes，；predam et captivos congregantes；et edificia  
COnCremanteS∴iamsecuricumpredastabant．；necdebellodubitabant．  
三§Et ecce comes nomine Magnus2），quitunc Mazouiam regebat，Cum  
Mazouiensibus，pauCisquidem numero，prObitatevero numerosis，COntra  
plures etinnumerabiles paganos horribile preliurnintravit，三ubiDeus  
Suam Omnipotenciam reve】avit；三§namque de paganisibiplus quam  
sexcentos aiuntinterisse，；predamque totamillis et captivos Mazouien－  
SeSabstulisse；；residuosquoquevelcapi，nOneStdubium，Velfugisse．三  
§QuippeSymon3），illiusregionispresul，OVeSSuaSlupinismorsibu占1acer－  
atasluctuosis vocibus cum suis clericisinfulisindutus sacerdotalibus  
Sequebatur et，quOd armis sibimaterialibus nonlicebat，；hoc armis  
perficere spir’italibus et orationibus satagebat．；Et sicut antiquitus filii  
工sraelAmalechitas orationibus Moysidevicerunt4），；ita nunc Mazouien－  
SeSdePomoranisvictoriam，Suipontificisadiutiprecibus5），habuerunt．；  
Sequentietiam die due mulieres，；fragaperdevialegentes，；uno milite  
Pomoranoruminvento novam victoriam．retulerunt，；quem armis  
exutum，religatis post tergum manibus6）in presentiam comitis et  
POntificis adduxerunt．；  
1）［p］一一○九年の夏。   
2）［p］若十の人々ほこのマグヌスを、－・○九二年からヴロツワフの伯であった人物と  
同－の着であると見なしている。第二巻第国章往9）を参照。   
3）［p］ブウォソクの司教シモン。第一巻の序こ用勺手紙の名あて人の一人。イ王位はおそ  
らく・－一○八年から一一】五年まで。   
4）［p］F出エジフDト記』第十七草八節から十ニミ節までの記述への暗ホ。   
5）しM］それゆえ、年代記作二削まiり教シモンを親しく知る老であったと考えてよいであ  
ろうか。  
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6）［M］VergiHus，Aene2t，ⅠⅠ57，”111anuSiuvenern・…‥pOSttergareVinctum．”ヴュ   
ルギリウス『アユネアス』第∴巻「二71七「芽‘f者のrを後手に縛り上げて」。  
第五十章   
ボヘミア人とともにシロンスク地方で略奪を働き、火を放っていたズピグ  
ニエフの騎士達も1）、同様の不運にみまわれて、その他の住民達によって打ち  
滅ぼされた。ある老は捕えられ、ある者は刀で切り殺された。   
さて、これらの細部に言及した今、人事に関わる第三巻に入る前に、少し  
の休息を取ることとしよう。  
第二巻の終り  
伽）   
Zbigneuiquoque milites cum Bohemis per regionem Zleznensem de－  
predantesetconcremantesl），；similiinfortunioabipsISaffinibussuperati，  
；quidam vero captiquidam gladioiugulati．；Hiis autem minoribus  
PretaXatis，aliquantlSPerquiescamus，：utcontextumdemaioribuslibrum  
tercium adeamus．：  
EXPLICIT SECUNDUS LIBER  
l）［M］この急襲もポモジャ人のマゾ7シr侵入と同じ年にイfわれた。GumpIc・Wicz，Z7Lr  
C錯dムfbk拙．P．74．No＼′Otny，C搭如㌧花わ叩Ipars2，媚5．  
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